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令和６年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会  

第３回幹事会 
 

開催日時 令和７年３月２８日（金）１０：００～１２：００ 

開催場所 四日市商工会議所 ３階大会議室（オンライン併用） 

 

１ 議事次第  

・議決事項 第１号 スマートシティ実装化支援事業に係る令和６年度補正予算について・・資料２ 

・議決事項 第２号 スマートシティ実装化支援事業に係る令和７年度予算について・・・・資料３ 

・議決事項 第３号 協議会規約の改正について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

・議題 第１号 今年度のスケジュールについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料５ 

・議題 第２号 ワーキンググループ（WG）の実施報告・・・・・・・・・・・・・・・・・資料６ 

・議題 第３号 令和６年度のスマートシティ実装化支援事業の報告・・・・・・・・・・・資料７ 

・議題 第４号 実行計画の進捗について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料８ 

・議題 第５号 その他報告事項について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料９ 

 

２ 各議題の説明 

 

議決事項 第１号 スマートシティ実装化支援事業に係る令和6年度補正予算について 

スマートシティ実装化支援事業に係る令和６年度補正予算案を提案いたします。詳細は資料２を

ご参照ください。 

つきましては、本協議会規約第７条第５項の規定に基づき承認を求めます。 

 

議決事項 第２号 スマートシティ実装化支援事業に係る令和7年度予算について 

スマートシティ実装化支援事業令和７年度予算案を提案いたします。詳細は資料３をご参照くだ

さい。 

つきましては、本協議会規約第７条第５項の規定に基づき承認を求めます。 

 

議決事項 第３号 協議会規約の改正について 

協議会規約の改正を提案いたします。詳細は資料４をご参照ください。 

つきましては、本協議会規約第７条第５項の規定に基づき承認を求めます。 

 

議題 第１号 今年度のスケジュールについて 

   前回（令和６年度第２回）幹事会で提示した今年度内のスケジュール案を状況に合わせて更新して

おります。詳細は資料５を参照ください。 

 

議題 第２号 ワーキンググループ（WG）の実施報告 

   前回（令和６年度第２回）幹事会以降、データプラットフォームWG、モビリティWGを一度ずつ開催

いたしました。各WGの実施状況についてご説明します。詳細は資料６－１、６－２を参照ください。 

 

資料１ 
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議題 第３号 スマートシティ実装化支援事業の報告について 

国土交通省からの補助事業であるスマートシティ実装化支援事業について、協議会会員を中心に

各種検討を進めています。詳細は資料７をご参照ください。 

 

議題 第４号 実行計画の進捗について 

     令和４年３月に策定した「スマートリージョン・コア実行計画」について、定期的に管理・見直し

を行うことが記載されています。また、ロードマップとして中央通り再編事業が完了する予定の令和

９年度頃を目指した目標スケジュールが記載されています。 

     今年度の実行計画の進捗を2024フォローアップ資料としてとりまとめました。詳細は資料８をご覧

ください。 

   

議題 第５号 その他報告事項について 

 前号までの議題で今年度の主な進捗状況をご説明いたしましたが、以下の項目について補足説明

をいたします。詳細は資料９をご覧ください。 

 ・四日市市まちづくりハッカソンの実施報告について 

 

３ 資料 

 資料１：次第・議案書（本紙） 

 資料２：令和６年度補正予算について 

資料３：令和７年度予算について 

資料４：協議会規約の改正について 

資料５：今年度のスケジュールについて 

資料６-１：データプラットフォームWGの実施報告 

資料６-２：モビリティWGの実施状況の実施報告 

資料７：令和６年度のスマートシティ実装化支援事業の報告書概要版 

資料８：四日市SRC実行計画フォローアップ 

資料９：その他報告事項：四日市市まちづくりハッカソンの実施報告について 

 

別添１：出席者名簿 

別添２：席次表 

 

以上 



議決事項　第１号

○歳入歳出予算補正

（単位：千円）

款 項 目 補正前の額 補正額 計 備　　　　考

国 庫 補 助 金 補 助 金 補 助 金 23,000 10,000 33,000
スマートシティ実装化支援事業
（令和６年度国補正分）

構成員負担金 負 担 金 負 担 金 6,274 9,000 15,274 四日市市負担金

繰 越 金 繰 越 金 繰 越 金 0 0

諸 収 入 雑 入 雑 入 0 0

29,274 19,000 48,274

（単位：千円）

款 項 目 補正前の額 補正額 計 備　　　　考

運 営 費 会 議 費 会 議 費 0 0 0

事 務 費 事 務 費 0 0 0

事 業 費 事 業 費 事 業 費 29,274 19,000 48,274

予 備 費 予 備 費 予 備 費 0 0 0

29,274 19,000 48,274

令和６年度　歳入歳出補正予算書(第２号）（案）

合     計

【歳　　　入】

合     計

【歳　　　出】



○繰越明許費補正

　（追　加）

款 項 目 金　額

千円

事　業　費 事　業　費 事　業　費 19,000



議決事項 第１号 

令和６年度 歳入歳出補正予算書（第２号）（案）経費内訳 
 

（単位：千円） 

事業名 
補正前の額 補正額 計 

国庫補助金 その他 国庫補助金 その他 国庫補助金 その他 

❶利活用空間活性化ツールの構築 
12,550 6,274 0 0 12,550 6,274 

❷四日市版MaaS(Phase-1)の構築 
0 0 0 0 0 0 

❸バーチャル空間におけるコミュ

ニケーション・ツールの構築 
0 0 10,000 9,000 10,000 9,000 

❹中央通りにおける3D都市モデル

を活用したプランニング／マネジ

メント・ツールの構築 

10,450 0 0 0 10,450 0 

小 計 23,000 6,274 10,000 9,000 33,000 15,274 

合 計 29,274 19,000 48,274 

 



議決事項　第２号

（単位：千円）

款 項 目 本年度予算額 備　　　　考

国 庫 補 助 金 補 助 金 補 助 金 40,000 スマートシティ実装化支援事業

構成員負担金 負 担 金 負 担 金 35,202 四日市市負担金

繰 越 金 繰 越 金 繰 越 金 0

諸 収 入 雑 入 雑 入 0

75,202

（単位：千円）

款 項 目 本年度予算額 備　　　　考

運 営 費 会 議 費 会 議 費 0

事 務 費 事 務 費 0

事 業 費 事 業 費 事 業 費 75,202

予 備 費 予 備 費 予 備 費 0

75,202

令和７年度　 歳入歳出予算書（案）

合     計

【歳　　　入】

合     計

【歳　　　出】



議決事項 第２号 

令和７年度 歳入歳出予算書（案）経費内訳 
 

（単位：千円） 

事業名 
実行計画に基づく事業に要する経費 

国庫補助金 その他 

❶利活用空間活性化ツールの構築 
15,710 3,292 

❷四日市版MaaS(Phase-1)の構築 
13,100 14,100 

❸バーチャル空間におけるコミュニケーショ

ン・ツールの構築 
0 0 

❹中央通りにおける3D都市モデルを活用した

プランニング／マネジメント・ツールの構築 
11,190 17,810 

小 計 40,000 35,202 

合 計 75,202 

 



議決事項 第３号 協議会規約の改正について 

 

 １．改正の趣旨 

 （1）監査委員の委員数変更（第５条第１項第２号） 

   令和５年８月に四日市スマートリージョン・コア推進協議会で予算を計上でき

るよう規定の整備を行っており、合わせて監査委員の設置を行っている。 

今回、透明性や公正性の向上、また多角的な視点の確保や継続的な監査体制を

確保するため、監査委員を１人から２人に増員する。 

   

   

 ２．改正日 

  令和７年３月２８日（金） 

  令和６年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会第３回幹事会において規

約改正を諮る。 

 

 

 ３．新旧対照表、規約（改正後） 

  別紙のとおり 

 

 



令和6（2024）年度
6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

０．定例会議（市＋NS＋各事業者）

１．四日市SRC推進協議会

幹事会

データプラットフォームWG

モビリティWG

２．SC実装化支
援事業に係る報告

事業者→市

市→国

３．SC実装化支援事業

①利活用空
間活性化
ツールの構
築

R5
補正

データ可視化サービ
スの効果検証

R6 実空間におけるス
マートシティ取組の
周知

②四日市版
MaaSの構
築

R5
補正

四日市版MaaS上で
のまち歩き促進サー
ビスの効果検証

③バーチャ
ル空間にお
けるコミュ
ニケーショ
ン・ツール
の構築

R5
補正

沿道空間利用マネジ
メントシステムの実
装化に向けた課題の
明確化

④３D都市
モデルを活
用したプラ
ンニング／
マネジメン
ト・ツール
の構築

R6 デジタルインフラ台
帳の仕様および実装
メリットの明確化

■今年度のスケジュールについて
現時点

第１回幹事会
8/5

●
7/10

〇 〇 〇

第２回幹事会
12/18

コンテンツ見直し 実証実験・アンケート ポータルサイト利用者数
計測、分析・取りまとめ

ポータルサイトのブラッシュアップ、
デジタルサイネージのコンテンツ案の計画

情報提供の実施 分析・とりまとめ

四日市版MaaSプロトタイプ準備・調整

事前検証

実証実験

効果検証

報告整理

、
利活用空間ウェブサイトの構築準備

期待度調査 報告整理

、 再整備済区間におけるデータ作成

、 施工区間におけるデータ作成 アンケート実施 分析・とりまとめ

分析・とりまとめアンケート実施

〇 〇

AIカメラの精度検証計画、適切な活用方法の検討

●
12/6

●
12/6

●
3/24

●
3/25

中間報告
（１月末）

最終報告
（3/14）

●
7/23

キックオフ

AIカメラの精度検証、コンテンツ見直しの方向性

中間報告 最終報告

ポータルサイトブラッシュアップの方向性

プロトタイプ構築の方向性 プロトタイプ構築結果

実証実験結果

実証実験結果

実証実験結果

ウェブサイト構築の方向性（追加調査含む） 実証実験結果

実証実験結果

実証実験結果

データ作成途中結果

データ作成途中結果

データ作成の方向性

データ作成の方向性

資料⑤

〇 〇

コンテンツ見直し結果

情報提供結果概要

（適宜実施）

サイト構築

システム体験会

第３回幹事会
3/28



第13回 データプラットフォームWG
（幹事会 報告）

2025年3月28日（金）

1

四日市スマートリージョン・コア推進協議会
データプラットフォームWG

資料6-1
250327
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過年度の活動 振り返り

12月7日

1月20日

2月21日

5月25日

9月15日

11月24日

令和3年

令和4年

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

 代表企業の選定
 データプラットフォームWGの概要

 各社様サービス／データ利活用紹介
 四日市版データプラットフォームのあるべき姿の検討

 四日市版データプラットフォームのコンセプト共有
 実行計画に記載するサービス案

 令和４年度の検討方針共有
 勉強会：情報銀行について

 各種進捗報告
 データプラットフォームWG 今後の進め方（新スキーム）共有

 各種進捗報告
 WSの開催について

3月8日第７回  各種進捗報告
 WSにて収集した意見の整理

1月17日 データプラットフォームWG主催 ワークショップ

6月28日第８回
 各種進捗報告
 WG活動方針
 地域団体との連携

10月27日第９回
 全体ストラクチャー共有とスマート関連取組状況共有
 地域団体との連携状況
 勉強会：他地域の事例から見えるデータ活用検討

3月19日第10回
 令和5年度振り返り
 R5年国交省スマートシティ実装化支援事業 共有など

7月10日第11回
 過年度の取り組み
 令和6年度のWG活動

今回
報告

12月6日第12回  市民公園・商店街をテーマにワークショップ

令和5年

令和6年

3月24日第13回  WG内ワークショップ結果・大学機関の実証
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データプラットフォームWG 参加団体
データプラットフォームWG参加企業 位置づけ

近鉄グループホールディングス 株式会社
近畿日本鉄道 株式会社
三岐鉄道 株式会社
株式会社 三十三銀行
株式会社 シー・ティー・ワイ 代表企業
株式会社 日建設計
株式会社 FIXER
株式会社 VACAN
富士通Japan 株式会社
株式会社マクニカ
三重交通 株式会社
四日市商工会議所
武蔵大学 庄司 昌彦 アドバイザー
四日市市 事務局
株式会社 日建設計総合研究所 事務局補佐



第12回データプラットフォームWG（ワークショップを開催）

本WGでは、地域が抱える課題の解決を目指すとともに、
「四日市スマートリージョン・コア実行計画」の推進を目的としています。
これにより、地域社会の発展とスマートシティの実現に向けた取り組みを
具体化してまいります。
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人流データを利用して
商店街の回遊性を高めたい※写真はイメージです。 ※写真はイメージです。

フィールド１
商店街

フィールド２
市民公園

設定したフィールド
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商店街チームからの発表内容

6

課題 ギャップ 将来イメージ デジタルツール 収集するデータ

夜は人が多いが
昼は店が少ない

昼間の営業が乏しく、
人が集まりにくい

朝昼夜を通じて憩える商店街 照度センサーによる安全ルート表示 昼間の利用者数

飲み屋以外の業態も増やし多世代に対応 店舗業態切り替え分析ツール
滞在時間

業態別の利用率

ゴミが多い

商店街の清潔感が低下 ゴミが少なく印象度の高い商店街 ゴミ発生状況を可視化するツール ゴミ発生エリア

若者層が敬遠する 全体の治安と雰囲気を改善 若者向けプロモーションSNS
若者の訪問頻度

SNSキャンペーン
効果

商店街の課題は、昼間に営業する店舗が少なく、昼間の人の流れが乏しいことや清潔感の欠如です。
朝昼夜を通じて人が憩える空間を目指し、照度センサーや業態切り替え分析ツールを活用して
雰囲気改善や利用率向上を図る提案を行いました。
最終的には、商店街の治安や印象度を向上させ、多世代が集う場を目指しています。



市民公園チームからの発表内容

7

課題 ギャップ 将来イメージ デジタルツール 収集するデータ

ターゲットが見えづらい

多目的利用のため
利用者層や用途が曖昧

賑わいを創出する市民公園 市民公園アプリ 来場者の属性

使い方が不明 利用者層に応じた柔軟な運営
AIカメラによる人流分析 人流・滞在時間

リアルタイム可視化ツール 気温や天候データ

過去のイベント効果が
検証できない

データが散在している イベント出店者がデータを活用し、
より効果的な企画が可能 イベントデータアーカイブ 過去のイベント効果

イベント運営者が
参考情報を得られない 生成AIによる運営改善提案 生成AI活用ツール

出店者情報

生成AI提案データ

市民公園の課題は、多目的利用であるがゆえに利用者のターゲットや用途が明確でない点です。
賑わいを創出するため、市民公園アプリやAIカメラで来場者データを可視化し、
過去のイベント効果を検証できる仕組みを提案しました。
これにより、来場者の属性やニーズを把握し、イベントや施設運営の質を高めることを目指しています。
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商店街チーム 成果
商店街チーム

課題 ギャップ 将来イメージ デジタルツール 収集するデータ

商店街の魅力が伝わっていない

商店街全体のPRが弱い 商店街全体をブランド化 商店街アプリ 利用者属性

ターゲットが不明 一目でわかるナビゲーションマップを作成 デジタルサイネージ 店舗ごとの人気データ
イベント情報配信ツール

若者が訪れない 若者向けの店舗やイベントが少ない 若者向けイベントやアート展示 プロジェクションマッピング 若年層の訪問頻度

SNS映えする商店街の活用 イベント動画配信ツール 参加イベントデータ

買い物目的以外の動機がない 「ついでに立ち寄る」場所がない
カフェやコワーキングスペース設置 人流分析ツール 滞在時間

商店街で遊べる仕掛けを増設 ビーコンで来訪者データを可視化 商店街内の移動パターン

高齢者向けの取り組みが少ない
高齢者が歩き回るには不便 高齢者向け休憩スペースの充実 高齢者向け案内アプリ 高齢者の利用率
情報収集が難しい デジタル初心者向け案内サポート AI音声案内ツール 高齢者向けクーポンの使用率

デジタルクーポン

空き店舗が増加している
新しい店舗が入りづらい リノベーションやシェア店舗の活用 商店街利用促進アプリ 空き店舗利用率

周辺エリアとの競争が激しい 期間限定ショップを誘致 空き店舗データの可視化ツール 新規店舗の入居数

来訪者の行動が把握できていない 商店街内での移動ルートや滞留場所がわからない
店舗間の回遊を促進 人流ヒートマップ 来訪者の移動ルート

来訪者の動線を活用したイベント配置 ビーコンで移動ルートを可視化 イベントの効果測定データ

商店街の活気が感じられない

平日の来訪者が少ない 平日イベントや夜間ライトアップの実施 ライトアップ 時間帯別の来訪者数

時間帯で来訪者層が偏る 季節ごとにテーマを変える企画 プロジェクションマッピング 季節イベントの参加率
地域イベント事例集

地元住民の商店街利用が少ない 地元住民が日常的に利用する動機が少ない
地元住民割引やスタンプラリー スタンプラリーアプリ 地元住民の利用率

住民参加型のイベント ポイントカードアプリ スタンプラリー参加者数地域限定クーポンツール

周辺施設との連携が不十分

商店街単体での魅力づけが困難 周辺施設とのコラボイベント 商店街ポータルサイト コラボイベントの参加者数

商業施設との連携不足 商業施設と連動したプロモーション イベント連携ツール 商業施設からの回遊率
SNS連携ツール

物理的な案内が不足している
道案内がわかりにくい 一目でわかる案内サインや地図 案内サイネージ 利用者の移動ログ

初めて訪れる人が迷いやすい 動線を意識した店舗配置 GPSナビアプリ 案内サインの効果測定データ
デジタルマップ



市民公園チーム 成果
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市民公園チーム

課題 ギャップ 将来イメージ デジタルツール 収集するデータ

行政の考えと市民のニーズに
ギャップがある ターゲットが良くわからない

市民的イベントを作る 市民向け投稿プラットフォーム アンケート結果

市民のニーズを把握する仕組み
アンケート交換券連携ツール

市民の投稿内容
生成AIで施策提案

ブランドイメージがわからない 長く滞在してもらうには
清潔で小さい子が安心に過ごせるスペースを作る 人流分析ツール 人流データ

公園を目的化
AIカメラで属性調査 利用者属性
施設の人流ヒートマップ

親子連れで待ち時間中に遊べない 遊具がないためファミリーが行かない
遊具を年代別に区画を分ける デジタルサイネージ

年代別の利用率データ
清潔で安心なスペース イベントの発信ツール

車社会
車移動が主体 公園の貸し出しスペースがある 市民公園アプリ 来場手段データ
そこまでの移動手段がない シェアモビリティや位置情報ゲームの利用 ビーコンで人流確認 滞在時間データ

遊具や椅子が少ない 多目的スペースが多すぎて
逆に利用しづらい

屋内外にフィットネス器具を設置 ライトアップ 滞留時間

滞在したくなる空間 プロジェクションマッピング 利用者フィードバック

公園内に人が少ない イベントが小さいためわざわざ行かない
夏は涼しく冬は暖かいスペース デジタルサイネージ イベント参加者属性

屋外ライブイベント イベントの発信ツール 過去のイベントデータ

鳩が多い 景観が悪い 清潔で魅力的な公園 AIカメラで
鳩の出没状況を監視 鳩の出没状況データ

公園の場所がわからない 駅前に行くきっかけがない
地域イベントの事例共有 デジタルサイネージ 公園訪問データ

位置情報ゲームの活用 地域イベント事例集 おすすめスポット投稿

日陰や座る場所がない わざわざ公園で休憩しない
日陰や屋根付きのベンチを増設 施設人流ヒートマップ 滞留データ
来たくなる施設 イベントデータツール 施設利用の満足度
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課題の認識

フィールド１ 商店街

・様々な取り組みを行っているが、魅力が伝わってない …   情報発信の仕方が以前と変化した
・若者世代が訪れない（昼間）。 …   夜は若い世代も多いが、日中は少ない
・空き店舗の増加（昼間シャッターがおりている） …   記載通り
・来訪者の行動が把握できていない。 …  どのような店舗やイベントに関心を持っている

 のか不明

・カラスの居場所を検知したい …  カラスがゴミを散乱させるため居場所を把握し対策を打ちたい
（ゴミが集まっている場所が居場所になっていると予測）

・イベント会場への交通手段が不明   …  近鉄四日市駅方面から来ているばかりではない様子だが不明
・イベント会場までの来場者の視点を把握したい …  どの店舗、どのイベントブースに関心を持っているか

  把握できると考えているため

理由

上記以外の課題 理由
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地域から、このほかご意見あった点

フィールド１ 商店街

・人流等のデータの有料化については、有益なものとは理解しているが、現状のデータでは有料での活用は
未検討。

・デジタルにより便利になることは良いが、それにより商店街内の店舗同士の会話が失われたら本末転倒
・「課題」という表現は、事業を営んだり、その場所で活動する団体だったりにとっては、少し耳が痛い

地域が関心のあるデジタルツール＆データ

・現在、近鉄四日市駅西側（西二工区）で収集している人流／属性は参考になる
・カラスの居場所データ
・情報発信媒体にはチラシの配布はほとんど取りやめ、SNSを活用
・チケットなどのデジタル化と利用先の店舗、利用した商品のデータ
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フィールド２  市民公園

・公園を活用する人たち用の予約システム
・イベントを行った際の来場者データ … どのようなイベントの種類で、どれだけの来場があったのかが

 把握できるデータ

・外部（四日市以外）の人に場所を説明するのに苦労する
・企業や団体などの人たちが、容易に借りることができる運用（予約方法をもっと容易に）

課題の認識

上記以外の課題

・デジタルでの運用、データ活用というよりも、制度などで取り組めない事もあるため、効率化にあわせて
そういった運用面についての協議も必要

地域から、このほかご意見あった点

地域が、関心のあるデジタルツール＆データ

・自由に情報発信ができる機会があっても良い …  パフォーマンス等ではなく、サイネージ等での発信

理由



四日市市データ活用研究（名古屋工業大学 研究）
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・名古屋工業大学が四日市市のオープンデータ・地域情報サイト（ホームぺージ）を活用した研究を実施
・実験の主な内容は、対話形式によってユーザーの趣味趣向を把握し、そのユーザーに適した回答（おススメの
お店やイベント等）するというもの。

・回答がユーザーにとって満足いかない場合は、再提案するというもの。
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・システムの動きは、下図（左）。対話（チャット形式）を複数回行いながら情報収集を行った上で、最後に、
ユーザーが質問を行うと、これまでの対話の情報をもとにおススメの情報をフィードバックするというもの。

・実験に参加した学生からは、一定の評価を得た（主な課題が後頁）

四日市市データ活用研究（名古屋工業大学 研究）
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「パンダ食堂」はいかがでしょうか。三重県四日市市に位置するこの食堂は、
大衆的な雰囲気で親しみやすく、豊富なメニューが揃っているため、
家族での外食にぴったりです・・・

拡大

抜粋

・名古屋工業大学内（学生）での実証では、学生へのインタビューのやり取りから対象者の趣味趣向を確認
・過去に訪問したことのある店舗の情報から、それに近いお店をオープンデータや地域情報サイトから選考
・結果、名古屋工業大学が実証したシステムでは、四日市市西部にある食堂を紹介。

四日市市データ活用研究（名古屋工業大学 研究）
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・課題は、閉店している店舗を紹介したり、収集の元データが少なかったりした。
・今後は、今回分かった課題をもとに改良されてく予定。

四日市市データ活用研究（名古屋工業大学 研究）



民間公募型 課題提示型支援実証

R5・6年度 アイディアソン等で抽出された課題整理

https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/
ictriyou/digital_kiban/index.html

次年度の取り組み
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Ｒ６年度Ｒ５年度

中央通り(まちなか)の課題やニーズを
考えるまちづくりワークショップ

まちづくりアイディアソン
オープンデータでまちなかの課題を解決しよう

四日市まちづくりハッカソン 商店街／市民公園課題解決ワークショップ

課題 アイ
ディア

課題

アイ
ディア

課題

Ｒ
７
年
度

活用
データ

活用
データ

活用
データ

アイ
ディア

課題抽出ワークショップ

先行事例の視察など勉強会

課題テーマの決定

中央通り近隣事業者による
課題抽出

市民による
データ活用,サービスアイディア提案

学生,事業者による
課題抽出／サービス実証

DPF WGメンバーによる
課題抽出／サービスアイディア提案

・令和5、6年度のアイディアソン、ハッカソンからの課題／アイディアを、令和7年度は振り返りを行う。
・令和8年度以降には、フィールド実験や視察会を実施し、民間参加型の課題提示型支援事業への足がかりとする。

Ｒ
８
年
度
以
降

フィールド実験
公募方法の決定



（事例）名古屋市の取組
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Hatch Technology NAGOYAは、名古屋でスタートアップ支援や技術革新を促進する拠点です。
テーマは、大きく２つあり、行政課題の解決に取り組むもの、行政施設などのフィールドを提供し、
課題解決に取り組むものがある。
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データWG発足

データWG発足

過年度の活動 振り返り（令和3年度）

・四日市スマートリージョン・コア推進協議会
の組織内にデータプラットフォームWGを発足。

・四日市スマートリージョン・コア実行計画に定める事業
（主にデータ利活用について）の検討を行っていく。

・四日市スマートリージョン・コア実行計画内に官民連携で
利用でき、いつでも見える化、段階的に拡張などを踏まえた、
データプラットフォームの整備および活用方針を定めた。

・令和4年度に四日市市データプラットフォーム構築。
（構築主体：四日市市）

データプラットフォームWG発足

データプラットフォーム活用方針を定める



データWG発足
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データWG発足

過年度の活動 振り返り（令和4年度）

・データプラットフォームWGメンバーと、
市内の大学、地域組織と連携してワークショップを開催。

・中央通りの現状の課題と将来の理想の姿について意見出しを実施。

スマート・インフラについて協議

地域の大学・団体とワークショップ開催

・中央通りの先行整備区間（西二工区）へ整備をする
スマート・インフラについて協議

・賑わい創出社会実験 はじまりの市などでの実証を繰り返し、
優先導入機能の検討を実施

データWG発足

四日市市データプラットフォーム構築

・データの横断的な活用が可能となることから、市としては 政策立案、
民間企業等としては新たな事業 展開やサービス開発に活用することが可能



21

データWG発足

データWG発足

過年度の活動 振り返り（令和5年度）

・官民連携で街の未来について検討する四日市エリアプラット
フォームと連動し、市内の一部の商店街で、来場者の人流／属性
データの取得を実施。

・商店街内での滞留者の現状分析、商店街内に整備したコンテナ
ハウス、キッチンカー等へ誘致する出店事業者などの検討などに活用

・まちの課題やその解決の姿の意見を出しあう四日市市アイデアソン
を開催。地域の商業者や高校生、大学生などが参加。

・課題の解決のために必要なデータの検討などもあわせて実施。

・アイデアソンで出たアイデアをもとに、令和6年度は、ハッカソンを
開催予定。

アイデアソン開催（四日市市主催）

地域団体とデータ収集／分析
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データWG発足

過年度の活動 振り返り（令和5年度）

・四日市スマートリージョン・コア実行計画の進捗まちの取り組み
（ショップ・イベント等）を紹介するポータルサイトを構築

・官民連携での活用、発信を目指し取り組んでいく。

・市民に分かりやすくデータを確認してもらうため、四日市市デジタル
マップ内に、データを視覚化し、今後、市民への理解を深めていく。

・取得したデータの分析のためのダッシュ―ドを構築

・中央通り西二工区に、IoTセンサー AIカメラ（人流・車両）、環境セン
サー・Wi-Fiを整備

・データの集計結果を数値、グラフなどで表示

データ分析ツール のデータプラットフォーム ダッシュボード構築
（四日市市 構築）

スマートリージョンコアの情報発信
（四日市市 構築）

データWG発足
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過年度の活動 振り返り（令和6年度）

・名古屋工業大学が四日市市のオープンデータ・地域情報サイト（ホーム
ぺージ）を活用した研究を実施

・対話形式によってユーザーの趣味趣向を把握し、そのユーザーに適した
回答（おススメのお店やイベント等）する実験が行われた

・四日市スマートリージョンコア実行計画の達成を目的に
WG内でワークショップを開催

・ワークショップで出たアイデアをもとに、地域の主要なメンバーに
ヒアリングを行った

データプラットフォームWG メンバーでワークショップ開催

名古屋工業大学 四日市市のオープンデータ等を活用し実験

データWG発足
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モビリティWG/分科会 実施報告（令和6年度）

第10回WG 令和6年7⽉23⽇ (⽕)
 令和6年度⾃動運転等実証実験について
 令和6年度SC実装化⽀援事業「四⽇市版MaaS」の実証

実験内容共有（3か年事業の2年⽬）
 意⾒交換

・主に令和6年度の実証実験に向けた進捗状況の共有と下期
以降のWGの運営、令和7年度以降に関する議論を実施

第11回WG 令和6年12⽉６⽇ (⾦)
 R6年度⾃動運転実証実験の結果共有
 R6年度四⽇市版MaaS事業の結果共有
 意⾒交換

・主に令和6年度の実証実験の結果共有と振り返り、及び
今後に関する議論を実施

第12回WG 令和7年3⽉25⽇ (⽕)
 R6年度四⽇市版MaaS事業の結果共有
 R7年度四⽇市版MaaS実施内容
 MaaSダッシュボードについて
 意⾒交換

・令和6年度の四⽇市版MaaS事業の実証実験の結果共有と
振り返り、及び令和7年度四⽇市版MaaS事業に関する議論
を実施

資料6-2
250327
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）
 R6年度四⽇市版MaaS事業の結果共有
• R6年度では四⽇市版MaaSの在り⽅の策定とMaaS機能を構築
• 実証実験により回遊性やモビリティ利⽤機会、地域認知度の向上が⾒られた。

取り組み① 取り組み② 取り組み③
四⽇市版MaaSの在り⽅策定 MaaS機能構築 実証実験による効果検証

• 公共交通や駐⾞場との連携
• 予約システムとの連携
• 複数の移動⼿段を利⽤した最短

経路検索の提供
• 公共交通データと駐⾞場データ

を四⽇市DPと連携

• デジタルポイントラリー実証実験
• 地元店舗との連携

• 四⽇市デジタルマップに⽬的地
情報と移動⼿段、MaaS機能など
⼀元的に提供

• 四⽇市データプラットフォーム
（以降、四⽇市DP）との連携
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

• 四⽇市市デジタルマップにMaaSシステムを構築することにより、中⼼市街地の回遊性や消費⾏動
を促進させ、賑わいの創出に寄与する。加えて蓄積されたデータを利活⽤できるダッシュボード構
築により、PDCAサイクルを早く回せる仕組みを構築する。

取り組み①四⽇市版MaaSの在り⽅策定
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

取り組み② MaaS機能構築
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

デジタルポイントラリー機能を利⽤した実証実験を実施
• RCY地区内の71所に設置されたポイントを収集することで景品と交換できるイベント
• 貯まったポイントは、四⽇市オリジナル景品や、地元店舗の割引券や無料券と交換可能
• 港側や、モビリティに関連するスポットはポイントを⾼く設定

取り組み③実証実験の効果検証
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

実証実験の結果︓KPI
• 回遊性、モビリティの利⽤機会向上、施設・名所の認知度向上においてはKPIを達成した。
⼀⽅、MaaS利⽤者数においてはKPIが未達となった。
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

実証実験の結果︓参加者属性
• 性別問わず、幅広い年代の⽅が参加いただいた。⼀⽅でほとんどの参加者が市内在住者であった。

参加者数年代
720代未満
1320代
1530代
2240代
2050代
1060代
270代以上

参加⼈数居住地
65市内
24市外

参加⼈数性別
45男
43⼥
1未回答

年代 性別 在住場所

8%

15%

17%

25%

22%

11%

2%

20代未満
20代
30代
40代
50代
60代
70代以上

51%48%

1%

男性
⼥性
未回答

73%

27%
市内

市外
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

実証実験の結果︓時間帯別
• 平⽇はお昼と⼣⽅の時間のアクセスが増え、休⽇はお昼のみアクセスが増える傾向があった。
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

実証実験の結果︓移動履歴
• 港側への回遊が⾏われた26名のうち、23名が近鉄四⽇市駅付近から移動しており、回遊を⽣むきっ
かけとなった。

人数（170人のうち）項目

169人／170人区域①を回遊

53人／170人区域②を回遊

26人／170人区域③を回遊

近鉄四⽇市駅周辺から港側へ回遊した⼈の移動履歴 近鉄四⽇市駅⻄側を中⼼として回遊した⼈の移動履歴
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

実証実験の結果︓追加してほしい情報や機能

【情報⾯】
・ おすすめのお店の情報
・ 休憩所
・ グルメスポットなどの情報
・ 観光情報
・ 名産品
・ 周辺や道の混雑具合

【機能⾯】
・ 公共交通予約
・ 路線バスに乗ったら〇ポイント
・ ⾃動運転バスのコンシェルジュと会話できる機能
・ 四⽇市市全域でのポイントスタンプラリー実施
・ 飲⾷店との連携、詳細情報の閲覧
・ 町で使えるお買物券
・ ⾃動でポイントをゲット

追加で希望する情報や機能のヒアリングを実施。更なる利⽤者数の増加や地域認知度向上に向け、
R7年度以降の追加機能として検討。
• 情報⾯では、店舗情報や観光情報、休憩場が挙げられた。
• 機能⾯では、店舗で利⽤できる買い物券の配布や予約システムが挙げられた。
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

 設定したKPIに対して利⽤者
数が未達だった（300名の⽬
標に対して170名の利⽤者）

 四⽇市データプラットフォー
ムに蓄積されたデータの利活
⽤ができていない

データの利活⽤

MaaSデータダッシュボードの構築
 分析・可視化されたダッシュボー

ドを構築することにより、実装後
のPDCAサイクルを円滑に

課題
システム利⽤者数

課題

対策システムの機能向上
 四⽇市デジタルマップでの掲

載情報の拡⼤や新規機能の搭
載により利⽤価値を向上

対策

実証実験のまとめ
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

R7年度取り組み概要

取り組み①

四⽇市版MaaS機能の拡充
• 既存情報（駐⾞場）の拡充
• 新規情報（駐輪場・店舗・公共施設情報）

取り組み②

MaaSデータダッシュボードの構築
• バス停の位置情報による運⾏時間の可視化
• バスの乗降データの可視化
• 駐⾞場満空データ蓄積による使⽤率の可視化
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

 既存情報の拡充 と 新規機能の搭載を実施することにより、システム利⽤価値の向上を図る

既存情報の拡充

新規情報の構築

• 駐⾞場：2箇所から3箇所へ

• 駐輪場：新規情報追加
• 店舗・公共施設：新規情報追加

R7年度実施内容︓四⽇市版MaaS機能の拡充
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モビリティWG 実施報告

第12回モビリティＷＧ 令和7年3⽉25⽇（⽕）

◆駐⾞場データ（使⽤率）

◆路線バスデータ（運⾏状況・乗降者数）
R7年度実施内容︓MaaSダッシュボード【意⾒交換】



1

四日市スマートリージョン・コア

令和６年度スマートシティ実装化支援事業の報告

四日市スマートリージョン・コア推進協議会

資料７
250328



①
利活用空間活性化ツールの構築
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①利活用空間活性化ツールの構築

R5年度補正、R6年度実証事業の結果

■KPIの達成状況
検証項目 検証方法 目標(KPI) 概要 実証結果（KPIの達成状況）

R5年度
補正

データ可視化サー
ビスの有用性検証

市民モニター、事業者
（キッチンカー事業者、
イベント主催者等）へ
のヒアリング・アン
ケート調査

5段階評価で7割以
上の事業者がポジ
ティブな評価

実証期間中に複数案のデータダッ
シュボードを提示。市民モニター及
び事業者へヒアリング・アンケート
を実施し、有用性を検証する

△
市民ユーザー36名とキッチン
カー事業者19名に対して、約
69%がポジティブな評価

R6年度 実空間におけるス
マートシティサー
ビスの有用性検証
（実空間における
スマートシティ
サービスポータル
機能実装）

災害時を想定した情報
伝達実験における被験
者の行動観察（情報掲
示から行動開始までの
時間）

被験者の80％以上
が視認から30秒以
内に行動開始

被験者一人一人の行動をAIカメラの
録画データおよび目視観察により実
験範囲全体を記録し（少なくとも４
アングル）、デジタルサイネージの
表示内容の視認からスマートフォン
でデジタルサイネージ上に表示され
るQRコードを読み取るまでの時間を
測定する。被験者以外の行動につい
ても録画データから可能な限り分析
を行う

〇
被験者34名に対して、81%が
30秒以内にQRコードを読み取
ることに成功（すなわち行動
開始）

災害時を想定した情報
伝達実験における被験
者へのアンケート調査
（表示のわかりやす
さ）

5段階評価で7割以
上の被験者がポジ
ティブな評価

３パターン程度の表示内容で実験を
行い、被験者に対するアンケートに
より効果的な表示内容を検証する

〇
被験者36名に対して、95%が
「わかりやすい」とポジティ
ブな評価。表示方法について
は、約80%が「文字情報を大
きくしたパターン」が見やす
いと回答

デジタルサイネージ視
認者の人数・属性計測
および行動観察（デジ
タルサイネージ設置に
よる行動変容）

通行する歩行者の
70％以上が視認、
5％がスマートシ
ティサービスを利
用

人流測定用のAIカメラによる歩行者
の全数の計測、デジタルサイネージ
に設置したAIカメラによる視認者の
人数・属性の計測および目視観察に
よる行動観察を組み合わせることに
より、左記の検証を行う

×
通行する歩行者（2,206人）の
約26%が視認、約0.6%がス
マートシティサービスを利用

11/21・11/22に開催されたほこみち検討社会実験にあわせて、R5補正およびR6の実証実験および調査を実施。その
結果を報告書としてとりまとめ。



①利活用空間活性化ツールの構築

R5年度補正、R6年度実証事業の結果
 実証実験で得られた成果・課題

AIカメラの精度検証

4

次年度に向けて
の課題

・AIカメラによって得られる情報の内容・精度、その限界についても明らかになりつつある。
・今後は、データ内容に応じた精度維持に向けて、定期的に精度を検証、カメラの角度・位置変更、AIエンジンの

向上など、継続的な運用を行うための体制を構築する必要がある。

スマート
ポール名称 日時

IN （方向） OUT （方向）
AIカメラ
データ 目視データ 精度※ AIカメラ

データ 目視データ 精度※

Smp1
（百五銀行

前）

<１回目>2025年
1月17日9-10時 54 54 100％ 80 73 110％

<2回目>2025年
2月7日9-10時 43 57 75％ 62 72 86％

前後差 -25% 前後差 -4%

Smp2
(みえきた

前)

<１回目>2024年
11月26日 7-8時 80 106 75% 136 118 115％

<2回目>2025年
2月7日7-8時 35 89 39％ 92 94 97％

前後差 -36% 前後差 +12%

Smp3
（市民公園

前）

<１回目>2024年
11月26日7-8時 114 99 115% 175 146 119%

<2回目>2025年
2月7日7-8時 80 80 100% 117 87 134%

前後差 +15% 前後差 -15%

Smp4
（ユマニテ

ク
プラザ前

<１回目>2024年
11月18日9-10時 234 70 334% 393 139 282%

<2回目>2024年
11月26日7-8時 46 47 97% 112 121 92%

前後差 ＋231％ 前後差 +174%
※精度＝AIカメラのデータ／目視データ赤字部分は、KPIで設定した誤差精度（100%+-20%）範囲外

中央通り沿いに設置した右記に示す12台の
AIカメラを対象として、歩行者の人数カウン
ト・混雑検知・属性検知、車両の方向別カウン
ト・渋滞検知の精度を検証した。AIカメラで
得られたデータと目視データの比率を精度とし
て算定した。

精度検証のサンプルとして、歩行者の人数
カウントの結果を下記に示す。

■歩行者の人数カウントの結果
１回目の検証ののち、障害物を避けるように検知ライン

の調整等を行ったが、カメラによっては精度が向上した一
方、検知ラインの幅が狭くなったことにより、歩行速度が
速い人を検知できない等の課題が明らかになった。

歩行者の人数カウントの結果概要

AIカメラ smp1の検知ライン調整の例



①利活用空間活性化ツールの構築

 実証実験で得られた成果・課題

ダッシュボードの表示内容についてのアンケート結果

一般公募した多世代の市民ユーザー36名と、キッチンカー事業者19名にアンケートを実施。
ダッシュボードの有用性については、市民ユーザの64％、キッチンカー事業者の79％がポジティブな回答。

市民モニター36名 キッチンカー事業者19名

「あまり役に立たない」と回答した被験者へのヒア
リング結果として、市民ユーザーからは、生活に直結す
る情報がないとの意見が多かった。また、キッチンカー
事業者からは、うまく閲覧できない（ログインの仕方が
わからない）などの操作上の問題があった。

また、今後どういったコンテンツを期待するかとい
う質問に対しては、多数の意見が寄せられた（右表）。

トイレの場所・満空 オムツ交換台情報 事前災害の情報 タクシー乗り場

駐車場混雑情報 店舗の混雑情報 病院の空き情報 バス停の場所

授乳室情報 公園の満空情報 ベンチの場所 電車の遅延情報

次年度に向けて
の課題

5

R5年度補正、R6年度実証事業の結果

・ダッシュボードの見せ方：現在ダッシュボードは一見して分かりにくい表示になっているため、色や文字の大きさ、
イラスト、マニュアルを表示するなど直感的に分かり易いダッシュボードに整える必要がある。

・コンテンツ追加検討：公共トイレの位置場所・公共施設の授乳室の場所・公共施設のオムツ交換のできる場所など、
アンケート結果の反映が必要。



①利活用空間活性化ツールの構築

 実証実験で得られた成果・課題

災害時を想定した情報伝達実験を市民ユーザー36名に実施し、
アンケートを取得。災害時の情報については、95％が「わかり
やすい」とポジティブな回答。

災害時を想定した即自的な情報提供を行う情報伝達実験

表示方法については、下記の3パターンを用意しアンケートを取得。
別途、夜間にも12名のモニターを用意し、同様の実証実験を実施。

昼と夜の見え方についてアンケートを取得。昼夜問わず、約80％以
上が「文字情報を大きくしたパターン」が見やすかったと回答。

デジタルサイネージの災害情報連携について、実際にサイネー
ジ上にQRコードを表示させ、避難場所へのルートが確認できる
か実証を行った。
実際にQRコードを読み取るこ

とができたのは全体の94％で、
その全員がプラチナマップへ接
続でき、GoogleMapへ遷移の
上、避難所の場所が確認できた。
また、被験者の80％以上が警
告アラームが鳴ってから30秒
以内にQRコードを読み取るこ
とができた。※AIカメラの録画
映像を目視で確認し、検証。

次年度に向けての課題

6

R5年度補正、R6年度実証事業の結果

・災害情報連携：災害時情報提供は重要であるという関係者の認識
は確認できたが、実装に向けてより伝わりやすい情報提供方法
にしていく必要がある等の課題が残った。また、通常時におい
ても事前復興の観点から、防災訓練でも使用可能な災害情報の
効果的な提供が望ましいと考えられる。この観点から日常時も
使用可能な災害時情報のオープン化および適切な災害情報伝達
方法を実証する必要がある。

・配信場所の拡大：市民公園内のサイネージのみのため、災害情報
のオープンデータ化によって官民学問わず各所のサイネージと
の連携が必要である。



デジタルサイネージ視認者の人数・属性計測および行動観察

日付 時間帯 通行人
数 視認者数 

スマートシティ
サービス
利用者数

視認率 (%) 利用率 
(%)

11月21日10:00-12:00 154 64 5 41.56 3.25
11月21日12:00-14:00 279 121 2 43.37 0.72
11月21日14:00-16:00 160 18 0 11.25 0
11月21日16:00-18:00 308 54 0 17.53 0
11月22日9:00-11:00 168 45 0 26.79 0
11月22日11:00-13:00 233 84 6 36.05 2.58
11月22日13:00-15:00 180 42 0 23.33 0
11月22日15:00-17:00 243 43 0 17.7 0
11月22日17:00-19:00 371 79 0 21.29 0
11月22日19:00-19:23 110 22 0 20 0

合計 2206 572 13 25.92 0.59

1. 総合計通行人数：2,206人
2. 総合計視認人数：572人

• 視認率：572 ÷ 2,206 × 100 ≈ 25.92％
3. 総合計スマートシティサービス利用人数：13人

• 利用率：13 ÷ 2,206 × 100 ≈ 0.59％

①利活用空間活性化ツールの構築

 実証実験で得られた成果・課題

・視認障害の解消：設置環境にあったデジタルサイネージの設置をする必要がある。

デジタルサイネージ前の通行人数に対して、視認
した人数及び実際にデジタルサイネージからサービ
ス利用に至った人数を測定した。

※AIカメラ及び行動観察

次年度に
向けての
課題

7

R5年度補正、R6年度実証事業の結果

KPI未達の要因
＜視認状況に関して＞
・ サイネージの設置場所が、樹木などによって通行人の視線が

遮られるなど、通行人の動線上に設置されていなかったこと
が考えられる。

・ 監視員の立ち位置がサイネージから近かったため、通行人が
サイネージに近づきにくい状況であったと考えられる。

＜スマートシティーサービスに関して＞
・ サイネージにタッチパネル機能があることが認知されていな

かったことが考えられる。
・ お得情報など通行人の興味をひくコンテンツが少なかったこ

とが考えられる。

賑わい創出社会実験エリア

情報伝達実験エリア
植栽

デジタル
サイネージ
設置位置

通行人

監視員

実証時のデジタルサイネージ等の配置図



ポータルサイトの広告としての価値についてのアンケート結果

①利活用空間活性化ツールの構築

 実証実験で得られた成果・課題

一般公募した多世代の市民ユーザー36名にサイネージに表示されたポータルサイト
を閲覧してもらい、イベント情報・ショップ情報を閲覧。広告としての価値についてア
ンケートを実施。ほぼ100％がポータルサイトでの情報提供について、役立つと回答。

また、どのような場面で役立つかを聞くアンケートについては、市民ユーザーの大
半が生活する上で役立つ情報が得られると回答。

イベント情報 ショップ情報

広告頻度については、「15分に1度の頻度
で10～15秒ほどの広告を流す」と想定し、ア
ンケートを実施。広告表示のタイミングにつ
いては適切であると考える。

次年度に向けて
の課題

8

R5年度補正、R6年度実証事業の結果

・運用面の課題：・イベント情報やコンテンツ更新の頻度と更新作業者の確保。
・地域に特化した情報を放映しているか、また、不適切表現がないかなど、配信内容を検査する

ための体制の確立やルール作り。
・倫理的課題：「デリケートな広告」や「暴力的または危険な広告」など不適切な広告を排除。



中心市街地の魅力発信コンテンツ

デジタルサイネージにおける中心市街地の魅力発信コンテンツ
として、「中央通りの歴史」・「ニワミチよっかいちプロジェ
クトヒストリー」を設定、アンケート調査を通じて市民の反応
を調査。

①利活用空間活性化ツールの構築

 実証実験で得られた成果・課題

デジタルサイネージでの情報発信は役立つか？という
アンケートについては、90％以上が役立つと回答。

次年度に向けての課題

コンテンツの理解度については、ほぼ全員が「理解できた」
と回答。
「中央通りの歴史」についての
理解度

「ニワミチよっかいちプロジェクト
ヒストリー」についての理解度

9

R5年度補正、R6年度実証事業の結果

・技術的課題：ニワミチよっかいちポータルはWebサイトであるため、不適切な内容がサイネージに表示されないようサイネージ用
のニワミチよっかいちポータルの作成やフィルタリングなどの対策が必要。

・多様なコンテンツ制作の課題：現在のテーマに加え、市民のニーズに応じた多様な内容を制作するための人員やリソースの確保。市
民のリクエスト内容をどの程度優先するかの判断基準の設定。

・市民との連携とフィードバック：今後のコンテンツ改善に向けた市民の継続的なフィードバック収集方法の確立。市民ニーズを収集
しながら、実現可能な範囲内でのコンテンツを適切に取捨選択するプロセスの設計。



①利活用空間活性化ツールの構築

R7年度におけるサービスイメージ
AIカメラや環境センサ※により、利活用空間の人流・密度・属性・環境情報や交差点における車両の渋滞情報などをデータ取得し、ロ
ーカル5G※やデータプラットフォームを活用して、データ蓄積や可視化を行い、即時的な防災・交通情報等の緊急情報を発信するとと
もに、ポータルサイトとタッチパネル型デジタルサイネージを通じて、情報発信を行うサービスを展開（※別事業で整備）

AIカメラ・環境センサ、５G等センサリング機能や
デジタルサイネージ等の情報発信施設が実装された

次世代型道路空間
（ハード整備は、別事業で実施）

人流情報の取得
（歩行者交通量・
混雑度・属性）

環境情報の取得
（温度）

交通情報の取得
（交差点における
車両渋滞情報）

データ
プラット
フォーム

データの蓄積

データの可視化

一部のデータ
（無料サービス）

※データダッシュボード過去1年分を閲覧
csvにエクスポート可能

全データ＋分析ツール
（有料サービス）

※データダッシュボード全てを閲覧可能
イベントごとや複数年比較、エリアごとの詳細
な分析といったツールを提供

データの可視化

市民

人通りや気温がわか
り、来街判断根拠に
もなる

事業者

売り上げ×人流の分析ができて
出店判断等ができる
人流により広告価値がわかる

行政

交通計画、回遊性向上・交流人
口拡大に向け基礎資料として活
用できる

R7年度に上記有料サービスの実証を実施

市民

街の安全安心につな
がる
素早い避難行動開始
ができる

四日市市（危機管理課） 災害情報

Lアラート

気象情報

データ連携

※赤部分をR7年度に実施

デジタルサイネージ
による災害情報発信

※R6年度はスタンドアロン
で効果検証を実施。
R7年度に実装に向け各種デ
ータ連携を行う

データ連携
（割込信号による
自動切換え）

R7年度に実装時システム
を用い避難実証実験を実施

10



①利活用空間活性化ツールの構築

ダッシュボード①四日市市＿人流

ダッシュボード②四日市市＿車両

ダッシュボード③四日市＿Wi-Fiアンケート

PC、スマホ、サイネージで表示

ログイン
（無料ユーザー/有料ユーザーの仕分け）

R7年度における実装イメージ（日常時のデータ可視化サービスインターフェース）
●可視化データ項目
・地点別平均通行人数・平均通行人数
・地点別最大人数・最大人数・通行人の属性・気温と人

流・気温と暑さ指数
①カメラ設置位置 地点数
AIカメラの緯度・経度をもとに地図で表現。
地点を選択することで、他のグラフ、表にフィルタがかかる。
②曜日別通行人数
近鉄四日市駅方面と文化会館方面の平均人数を曜日別に表形式で表現。
曜日を選択することで、表にフィルタがかかる。
③平均通行人数
平日(上図)、土日(下図)でそれぞれ近鉄四日市駅方面と文化会館方面の
平均人数を縦軸、時間を横軸にした棒グラフ形式と
平均人数を時間別で表した表形式で表現。

①

②

③

・通過車両数・平均通過車両数
①車両カウント設置位置
交差点の通過車両カウントの位置を地図で表現。
②渋滞検知カメラ設置位置
渋滞検知を行っている位置を地図で表現。
③交差点の通過車両数
交差点の通過車両数を縦軸、時間を横軸にした積み上げの棒グラフ
で表現。
④平均速度
車両の平均速度を縦軸、時間を横軸にした折れ線グラフで表現。

②

① ③

④

①性別・年代
Wi-Fi利用者の性別・年代ごとの割合を円グラフで表現。
②性別
Wi-Fi利用者の性別ごとの割合を円グラフで表現。
グラフの一部を選択することで他のグラフにフィルタがかかる。
③年代
Wi-Fi利用者の年代ごとの割合を棒グラフで表現します。
グラフの一部を選択することで他のグラフにフィルタがかかる。
④地域
Wi-Fi利用者の地域ごとの利用者を棒グラフで表現します。
グラフの一部を選択することで他のグラフにフィルタがかかる。

① ② ③

④

Wi-Fi利用者の属性を性別、年代、地域ごとに表示

スマートシティポータルサイト

データ活用のイメージ
（ユースケース）を提示するページ
・利用促進のため、ユースケースを

具体的に示すページを作成

※R7年度に実施
ユースケースからダッシュボードの
動線はR7年度検討

※赤部分をR7年度に実施

11



①利活用空間活性化ツールの構築

民間企業の
デジタルサイネージ

バスターミナルの
デジタルサイネージ

発信内容(予定)
★行政情報(緊急L字)

・各種緊急情報
・お知らせ

★Lアラート
・弾道ミサイル
・緊急地震速報
・大津波警報

★気象情報
・土砂災害
・台風情報 など

R7年度における実装イメージ（災害時のデータ可視化サービスインターフェース）

デジタルサイネージによる災害情報発信
データ連携

（割込信号による自動切換え） デジタルマップ
避難場所

素早い避難
につなげる

データ
プラット
フォーム

データ連携
（割込信号）

※赤部分をR7年度に実施

R8年度以降データ連携
を検討

12



①利活用空間活性化ツールの構築

中央通り再編事業と合わせて、AIカメラ・環境センサ等を順次設置予定。※別事業で実施中
下記に、中央通り再編事業の工事進捗状況を示す

【参考】R7年度における実装イメージ（センサー関連ハード整備）

第14回中央通り再編関係者調整会議(25/1/17)より抜粋 13



①利活用空間活性化ツールの構築

14

下記の考え方に基づき、各種センサーの設置を行う ※別事業で実施中
①スマートポール
・センサーに加え、利活用電源、5G、Wifiを付帯
・歩道上のまとまった利活用スペースに近接する配置に設置し、歩道上の人流・混雑度・環境情報をセンサリング
⇒来街者へのデータ提供、歩道上の活用促進、回遊性向上施策へのフィードバック、事業効果把握等にデータ活用
②車両検知AIカメラ
・信号共架車道照明のアーム部に付帯
・日常的に滞留長が長い・渋滞長が発生している交差点、主要交差点に配置し、自動車交通状況をセンサリング
⇒来街者へのデータ提供、事業効果把握、自動車交通円滑化施策へのフィードバックにデータ活用

【参考】 R7年度における実装イメージ（センサー関連ハード整備）

R7時点竣工済エリア スマートポール（人流・混雑状況・環境情報） 車両検知AIカメラ（渋滞把握等）※信号共架車道照明に付帯

R6年度末までに設置完了済
R7年度末までに設置完了予定
R8以降に設置予定

R6年度末までに設置完了済

R7年度末までに設置完了予定
R8以降に設置予定

道路幅員が大きく変更する箇所
のモニタリング

滞留長が長い交差点
のモニタリング

デジタルサイネージ※属性AIカメラ付帯

R6年度末までに設置完了済

R7年度末までに設置完了予定
R8以降に設置予定

今後の計画・設計調整により変更
の可能性あり
下記以外にも、構造物付帯の人流
センサーについて適宜設置予定

地上

バスタ内

公共トイレ壁面

主要交差点
のモニタリング

バスタ入口・出口部
のモニタリング

WIFI整備エリア



②
四日市版MaaSの検討



②四日市版MaaSの構築

R5年度補正実証事業の結果

■KPIの達成状況

検証項目 目標 検証方法 R6年度結果 R5年度結果 評
価

R5年度
補正

(1) MaaS利
用者の回遊性
向上

総利用者（1pt以上保有
者）のうち、回遊※が生ま
れた人がR5年度と比較して
10%増加
※1km以上の回遊を行った
者

デジタルポイントラリーにおい
て、
獲得したスポット間の合計直線
距離にて計測
※自動運転バスのポイント獲得
者は2.5km回遊したと概算する

156名
（R5年度より114%増加）

73名

〇

(2) MaaS利
用者数の増加

四日市版MaaS利用者数が
300名以上

ポイントラリー参加者数のうち、
1pt以上ポイントを保有した人
数にて計測

170名 
※参加者数：227名
（R5年度より98%増加）
⇒KPI目標としては未達

86名 
※参加者数：174名

△

(3) 多様なモ
ビリティの利
用機会向上

RCY地区内の各モビリティ
利用回数がR5年度実証実験
と比較して10%増加

アンケート回答にて計測
（「モビリティ利用あり」の回
答者数÷アンケート回答者数）

71名 
※アンケート回答者数：89名
（R5年度より97%増加）

36名 
※アンケート回答者数：73名

〇

(4) 主要施
設・名所の認
知度向上

RCY地区内で認知度が向上
した人がR5年度実証実験と
比較して10％増加

アンケート回答にて計測
（「初めて知った施設や店舗あ
り」の回答者数÷アンケート回
答者数）

65名
 ※アンケート回答者数：89名
（R5年度より14%増加）

57名 
※アンケート回答者数：73名

〇

検証項目(2)MaaS利用者数に関して、目標未達となったものの、デジタルポイントラリ―実証実験によって、回遊性、モビリティの
利用機会、中央通り周辺の店舗・施設の認知度が向上することが分かった。
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自動運転実証実験と同時期である11/6～11/27に、R6の実証実験および調査を実施、その成果をとりまとめた。



三重交通のバス停情報と走行位置情報を
※DP経由で表示

自動運転バスの
リアルタイム位置情報と混雑度を表示

四日市デジタルマップ
①

②

経路探索に
自動運転バス利用の

選択肢を追加デジタルポイントラリー機能

④③

自動運転バス予約システム
の構築と連携

⑤

⑥

※DP：四日市データプラットフォーム

②四日市版MaaSの構築

R5年度補正実証事業の進捗
■R6年度の実装内容

駐車場の位置と満空情報を
※DP経由で表示

R6年度においては、下記①～⑥の取組を実装した。①③④⑤については、実証期間中の取組となる。

17



②四日市版MaaSの構築

R5年度補正実証事業の進捗
 実証実験で得られた成果・課題

項目 R6年度実績 R5年度実績
四日市デジタルマップのうち、デジタルポイントラリーページの総閲覧者数 1,451名 285名
デジタルポイントラリーのエントリーユーザー数 227名 174名
7pt以上のポイント取得者 ※1段階目景品獲得対象者 102名

（20pt以上取得者も含む）
73名

（2段階目景品取得者も含む）
20pt以上のポイント取得者 ※2段階目景品獲得対象者 72名 56名

総景品交換数 145回 110回

実証実験の参加者数は下記に示すとおり。

時間帯別参加者数チェックイン数

（1） 定量データの分析

18

a) 参加者毎のシステム通算利用日数
四日市版MaaSシス

テム利用者170人のう
ち64人が2日以上複数
日に渡って実証実験に
参加しシステムを利用
した。

本取組が中央通り周
辺の回遊のきっかけに
なっていると考えられ
る。

b) 時間帯別ポイント獲得数
平日は11時～13時台のお昼の時間帯と17時～18時台の夕方の

時間帯のポイント獲得数が100回を超えた。土日も平日と同様に
11時～14時台のポイント獲得数が多かったが、夕方の時間帯の
獲得数は減った。

時間帯別ポイント獲得回数



②四日市版MaaSの構築

R5年度補正実証事業の進捗
 実証実験で得られた成果・課題

スポット別ポイント獲得数

d) スポット別ポイント獲得数
デジタルポイントラリーのスポットごとにおけるポイ

ント獲得者数を表した図を右に示す。
ポイント獲得者数が多いほど円が大きくなるように表

示している。
自動運転バスの乗車場所や電動キックボード試乗会が

行われていた近鉄四日市駅の西側でのポイント獲得者が
多かった。

中央通りから離れる、及びJR四日市駅側に行くほどポ
イント獲得者数が減った。

19

c) 滞在時間
参加者毎に同日における最初のポイント獲得日時

と最後のポイント獲得日時の差を滞在時間として算出
した。

結果、市内在住者と市外在住者ともに60分以上
120分未満滞在した参加者が多かったものの、1時間
以上の滞在があった参加者も多くみられ、本取組が滞
在時間を延ばすきっかけになったと考えられる。

参加者別滞在時間



②四日市版MaaSの構築

R5年度補正実証事業の進捗
 実証実験で得られた成果・課題

b) アンケート結果

b-1) デジタルポイント（スタンプ）ラリーの参加は
 今回がはじめてですか？

b-2) 今回のイベントを知ったきっかけは何ですか？
今年度は市内の様々な施設（市営施設やバス車内、鉄道駅構

内等）にポスターやチラシを設置したため、その割合が多く、
また、前述のように、市内からの参加者が多かった要因に繋
がっていると考えられる。

一方で市外からの参加者が少なかったため、WebやSNSによ
る情報発信を強化することによって、市外からの参加者を増加
させることができると考えられる。

R5年度では82%が初参加だったが、今年度では多くが2回
目以降の参加となった。

デジタルポイントラリーの参加経験の有無

イベントを知ったきっかけ

（2） 定性データの分析

回答者の年代 回答者の性別・居住地

a) アンケート回答者属性

10～70代まで幅広い年代が参加した。
特に多かったのは30～50代であったこと
から、昨年度同様子供連れの親子が多く参
加したと推測される。

性別に関しては参加者の割合に対して差
は見られず、また、参加者のほとんどが市
内からの参加である結果となった。

20



②四日市版MaaSの構築

R5年度補正実証事業の進捗
 実証実験で得られた成果・課題

b-4) はじめて知ったスポット（店舗・施設・名所）はありましたか？
参加者の多くが初めて知った地域スポットがあったと回答しており、中央通

り周辺の地域スポットを知ってもらう施策として有効であったと考えられる。

b-5) デジタルスタンプラリースポットの周遊において、何を利用しましたか？
今年度はスポットをRCY地区内に設定したこと、そして自動運転バス

の乗車によってポイントが獲得できたため、自動運転バスと徒歩を移動
手段として利用した参加者が多かった。

中央通り周辺までの移動手段としてバスや鉄道、自家用車が利用され、
中央通り周辺を移動する手段として自動運転バスや徒歩、自転車（こ
にゅうどうレンタサイクル）が利用されたと推測される。

イベント参加時の移動手段

地域スポットの認知度向上の評価

b-3) デジタルポイントラリーの達成ポイントは妥当でしたか？
参加者の多くがポイントラリーの景品を獲得するために必要な達

成ポイントに対して「妥当」と回答しており、景品と獲得するため
に必要な難易度（移動距離）のバランスが良かったと考えられる。

景品獲得に対する難易度の評価
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②四日市版MaaSの構築

R5年度補正実証事業の進捗
 実証実験で得られた成果・課題

b-7) 追加して欲しい機能や情報はありますか？

大きく情報面と機能面の２つにつ
いてコメントがあった。

情報面では、店舗情報や、観光情
報、休憩場などについて挙げられ、
機能面では店舗で利用できる買い物
券の配布や、予約システム、また今
年度の自動運転バス実証で実施した
車室内のAIコンシェルジュと会話が
可能な機能が挙げられた。

・ おすすめのお店の情報
・ グルメスポットなどの情報
・ 四日市市全域でのポイントスタンプラ

リー実施
・ 公共交通予約
・ 飲食店との連携、詳細情報の閲覧
・ 名産品

・ 周辺や道の混雑具合
・ 町で使えるお買物券
・ 休憩所
・ 自動でポイントをゲット
・ 路線バスに乗ったら〇ポイント
・ 自動運転バスのコンシェルジュと会話

できる機能
・ 観光情報

b-8) 同様のイベントがあればまた参加したいですか？

参加者の多くが同様のイベントに参加したいと回
答しており、地域を回遊するイベントとして適切で
あると考えられる。

イベントに対する評価

エンドユーザが期待する追加機能

b-6) 今回のアプリは利用しやすかったですか？
参加者の多くが利用しやすかったと回答しており、機能や

UIに関して適切に設計されていたと考えられる。
MaaSアプリに関する評価
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①四日市版MaaSのデータを利活用するためのシステムの構築
四日市版MaaSは、回遊性向上や賑わい創出のために構築・提供するだけではなく、MaaSシステムによって得られるデータの活用によ

り、地域課題の抽出や現在行っている調査の精度を向上させることが可能になると考える。
今後は、利用者や事業者へのヒアリングを行った上でMaaSダッシュボードの構築進め、実証実験にて検証を行い実装していく。

➁四日市版MaaS利用者数の増加
R5年度、6年度ともに四日市版MaaS利用者数の目標設定に対して未達の結果となった。四日市版MaaSの利用者数を増加させるため、

MaaSの機能拡充やインセンティブの充実（公共交通・店舗と連携）を行うとともに、周知方法の改善を行う必要がある。

③四日市版MaaSの持続性
四日市版MaaSをR8年度以降も持続的に運用していくために、その運営体制やビジネスモデルを検討していく必要がある。

②四日市版MaaSの構築

R5年度補正実証事業の進捗
 実証実験で得られた成果・課題

次年度以降に向けての課題
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②四日市版MaaSの構築

R7年度以降の実装イメージ

24

市民や来訪者向けに四日市市デジタルマップにMaaSシステムを構築することによって、中心市街地の回遊性や消費行動を促進させ、賑わいの
創出に寄与する。加えて蓄積されたMaaSデータを利活用できるダッシュボード構築により、PDCAサイクルを早く回せる仕組みを構築する。



R7年度取り組み概要

取り組み①

四日市版MaaS機能の拡充
• 既存情報（駐車場）の拡充
• 新規情報（駐輪場・店舗・公共施設情報）

取り組み②

MaaSデータダッシュボードの構築
• バス停の位置情報による運行時間の可視化
• バスの乗降データの可視化
• 駐車場満空データ蓄積による使用率の可視化

②四日市版MaaSの構築
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沿道空間活用マネジメントシステムの構築

③
バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築



検証項目 検証方法 目標 概要 検証結果
R5年度

補正
沿道空間利用マネジメント
システムの利用環境とユー
ザビリティの適正性
※利用環境：PC、スマホ、タ

ブレット等の複数のデジタ
ルデバイスでの動作

※ユーザビリティ：システム
の見た目や使いやすさ

運営者（市担当部局）、
商店街関係者へのヒア
リング・アンケート調
査

空間を使いたい人（出
店者）へのヒアリン
グ・アンケート調査

「実装時に使える環境とでき
る」という回答が８割以上
等

主にシステムを利用
すると想定される運
営者や商店街関係者
に対して、システム
環境の妥当性を検証

×
肯定的な評価は
51％に留まり、
未達成となった。

沿道空間利用マネジメント
システムのユーザーにとっ
ての情報の有用性

空間を使いたい人（出
店者）へのヒアリン
グ・アンケート調査

５段階評価で7割以上の想定
ユーザーがポジティブな評価
上記に加えて、商店街の関係
者（空間を利用したい、また
は利用してほしいと考えてい
る人々）にとって、システム
を利用することによる商店街
活性化への期待する回答が７
割以上等

空間を使いたい人
（出店者）に対して、
データに付加する情
報のニーズ・その他
に必要な情報の有無、
情報の公開範囲等に
ついて、ヒアリン
グ・アンケートを実
施

△
ポジティブな評価
は62％に留まり、
未達成となった。

③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

R5年度補正実証事業の結果

 KPIの達成状況

27

沿道空間利用マネジメントシステムのベータ版を構築、システム体験会、アンケート調査を実施し、結果を報告書にまと
めた。



③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

 実証実験の概要

28

R5年度の実証実験で実施したシミュレーションの結果を踏まえ利活用空間ウェブサイトのベータ版を構築した。トップページには、
四日市市で空間が整備された後の活用将来像を示す動画を一番上に載せ、スクロールをすると活用イメージの紹介や、四日市市で行われ
る予定のイベントを載せたイベントカレンダーを掲載した。このページの「空間探し」ボタンから、実際に利用可能な空間を探すための
ページに移行することができる。

（１）利活用空間ウェブサイトのベータ版構築

R5年度補正実証事業の結果



③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

R5年度補正実証事業の結果

構築した利活用空間ウェブサイトの空間探しページ（上）
各貸空間情報タブ（下）

空間探しページでは、物件情報フィルタを搭載し、絞り込み条件を入
力することで、利用したい貸し空間を探しやすいように工夫した。
各貸空間のピンを押すと、貸空間情報を見ることができる。貸空間情

報では、空間の活用をイメージするための3Dパースを見ることや、貸
空間の面積や設備などの詳細情報を見ることができる。

＜空間探しページ＞＜トップページ＞ ＜物件情報フィルタ＞

これらのサイトはＰＣで表示するだけでなく、以下に示すように
スマートフォンでの表示にも対応しており、スマートフォンでの
利用も想定し、システム開発を行った。

 実証実験の概要
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③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

R5年度補正実証事業の結果

（２）商店街における実証環境の構築 
市や観光協会等との現地打ち合わせ及びディ

スカッションにより、空間の選定条件を設定し
、サービスとして提供できる空間を選定した。

また、利活用空間を使って欲しい人や使いた
い人を発掘、設定するため、市、地域企業等の
協力の元、候補者一覧を作成し、活用主体とし
ての協力依頼を実施し、四日市市自治連合会よ
り紹介及び推薦を得た。

選定した空間の位置図

（３）利活用空間ウェブサイトベータ版の実証実験
① 事前の期待度アンケート調査

システム体験会に先立ち、利活用空間ウェブサイトに対する
事前の期待度アンケート調査を実施した（2025年1月30日
10：00〜12:00実施）。

事前期待度アンケート調査の様子

② システム体験会
構築した利活用空間ウェブサイトベータ版を用いたシステム体験会

を実施した（2025年3月7日 10：00～12：00実施）。

システム体験会の様子

 実証実験の概要
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③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

31

 実証実験で得られた成果・課題

R5年度補正実証事業の結果

（１）事前の期待度アンケート調査

地区 人数（人）
中部 3

水沢 3

内部 1

海蔵 1

桜 1

常盤 1

浜田 1

①アンケート回答者属性
「活動する側（空間を使う側）」と回答した計11名
のうち60代以下の割合は55％、70代以上の割合は
36％であった。 居住地区に関しては、以下に示すよ
うに、今回整備されている中央通りがある中部地区と、
遠方である水沢地区の二か所がそれぞれ３人ずつであ
り最も多かった。 

回答者の年代

回答者の居住地

➁中央通りの空間活用に関する意識

「Q4.中央通りの空間活用の方向
性が理解できましたか？ 」につい
て、右に示す通り、活動者の多く
が中央通りの空間活用の方向性を
理解しており、また、中央通りの
空間が活用できるようになること
へ期待していることが明らかにな
った。

理解度 人数（人） 割合（％）

5 8 73
4 3 27
3 0 0
2 0 0
1 0 0

中央通りの空間活用の方向性の理解度

③空間活用の仕組みに関する意識
「Q11.Q６でご回答いただいた活動を中央通りの空間で行うにあたり

ハードルとなることや支援がほしいことを教えてください。」について
、以下に示すように、「設備面」「金銭面」「制度上の手続き」の３つ
をハードルに感じている人が特に多いことが明らかになった。そのほか
にも宣伝の面や近隣住民への影響を気にしているという回答もあった。

ハードルになること 選択人数（人）
設備 13
金銭 11
制度上の手続き 10
人手 4
資材の調達 4
その他 7

活動を行うにあたりハードルになることや支援が欲しいこと



③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

 実証実験で得られた成果・課題

R5年度補正実証事業の結果

（２）システム体験会におけるアンケート・ヒアリング調査

①アンケート回答者属性
回答者の年代は52％が20代であり、全体としては20代から80

代まで幅広い年代の方から回答を得られた。若者の回答者が多
かった理由として、該当地に訪れたことが無くてもシステムを問
題なく使えるかを確かめるために学生16名を対象にプレ体験会を
開いたことが要因として挙げられる。

居住地域に関しても、プレ体験会実施の理由から学生の居住地
である東京と神奈川の市外の回答がまとまって得られた。

システム体験会参加者が普段行っている活動の分類結果を下記
に示す。システム体験会参加者が普段行っている活動は、販売、
ワークショップ・イベント、スポーツ、公演、運営に分類するこ
とができ、多岐に渡っている。

32



③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

 実証実験で得られた成果・課題

R5年度補正実証事業の結果

②システムの使いやすさについて
操作のスムーズさについては、50％以上の人がどちらともいえな

い、または、あまりそう思わないと感じていた。また、スマートフ
ォンを利用した人はより使いにくいと感じていた。

システムの文字については、約70％の人がある程度見やすいと感
じていた。その一方で、文字の色等、誰が見てもわかりやすくして
ほしいといった意見もあった。 

ページレイアウトについては、約70％の人がある程度見やすいと
感じていたが、空間探しフィルタをかけるためのタブを開くアイコ
ンが分かりにくいといった意見もあった。

地図については、物件情報のアイコンが見にくく、また駅などの
目印となる建物の表示等もなかったことから見にくいと考える人も
多かった。 

システムの操作性に対する意見の該当箇所

システムへの使
いにくさを挙げる
意見は回答者の年
代を問わず数多く
見られたため、操
作性に関しては幅
広いユーザー共通
の課題として受け
止め、改善してい
く必要がある。

その他、自由意見等を踏まえたシステムの操作性に関する意見
の該当箇所は下記に示すとおりである。
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③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

 実証実験で得られた成果・課題

R5年度補正実証事業の結果

③システムに掲載している情報について

「Q14.システムに掲載している情報は役に立ちましたか？」
について、以下に示すようにシステムに掲載している情報全般
の有用性にポジティブな回答をした方の割合は62％であった。
このことから現状のβ版システムにおける情報の有用性は一定程
度認められるが、すべてのユーザーにとって有用性が認められ
るには不十分であるといえる。

システムに載せる情報についての改善案のサイト上での場所

その他、自由意見等を踏まえたシステムに載せる情報に関する
意見の該当箇所は下記に示すとおりである。

34



利活用空間ウェブサイトベータ版から正式版への展開に向けた課題
・物件情報フィルタにおける絞り込み条件の入力方法を検討する。
・環境情報を精査し、シンプルで誰にでも見やすく使いやすいシステムへと改善する。
・3Dパースをどのようなものにしていくか検討する。
・システム全体の操作性の向上及びバグを修正する。
・公共空間に加え、空き店舗・空き地等の民地も貸し空間として追加できるように所有者等と調整し、面的な地域活性化とニーズの拡

大を目指す。（なお、商店街関係者からは昼間の地域の賑わい創出のために空き空間を活用してほしいとの声もあり、利活用空間
ウェブサイトの正式版構築によって、空き店舗・空き地管理者にとっても従来の空間利用のあり方を超えた、より多様な選択肢を提
供することができると考えている。）

実装に向けたシステムの運用体制及びルールの精査
・マネジメント主体となり得る団体（パートナーズ）の発掘
・提案したマネジメント形態を用いた実証実験の必要性
・今後サイトの情報を更新していく担い手の検討
・貸し空間の土地管理者にとってのメリットを検討（商店街の空きテナントを貸すことで、商店街の活性化に繋がるなど）
・貸し空間の土地管理者がどの程度システムへ関与するかの検討（システムに掲載する情報の運営者への提供など）

R7年度のイベント開催に向けた課題
・出展者募集に際して、実際にシステムを利用し申請フォームを使ってもらうための準備
・貸空間での備品貸し出しや、必要経費についての検討を進める
・5月のイベント開催に向けて①で検討したシステムの修正を目指す
・パートナーズに実際にサポートとして参加してもらい、システムでの空間探しから申請、申請許可までを行うことを目指す
・システムを利用した申請を行う実証実験を開催する
・イベント開催時の開催規模についての検討、さらに当日の役割分担の検討

③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

 実証実験で得られた成果・課題

R5年度補正実証事業の結果

次年度に向けての課題
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R7年度における実装のイメージ
③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

街路空間の再編で生まれる歩行者空間や低未利用地・空き店舗（民有地）など利活用可能なスペースを官民連携で一体的に取り扱うこと
で、“使いたい人”と“使ってほしい人”をつなげ、“より使われる空間”へ転換し、中心市街地の賑わいづくりを目指すサービスを展開

※既往のダッシュボードと連携
※中央通りでは再編に合わせて、

AIカメラを設置予定
（改良済み区間から順次稼働）

36

行政

空間再編で生まれる
歩行者空間や商店街
道路上の空きスペー
スなどを賑わいづく
りに活かしたい

土地所有者

稼働率の低い時期・時間
帯の民地や駐車場の空き
スペースを市民活動やイ
ベントを行うスペースと
して有効活用し、商店街
に賑わいを作りたい

建物所有者

建物所有者自身が主体的に
動かずとも、活用されてい
ない空き店舗を暫定利用で
も稼働させ、収益性の向上
やまちの賑わい創出に役立
てることができる

沿道空間利用
マネジメント
システム

公共空間や民地など所
有や管理が別々の空間
でも、周辺エリア一体
で利活用できる連動可
能なイベント空間を探
したい

公共空間
（道路上利活用空間、公園等）

民地オープンスペース（屋外）
（民地空き空間、駐車場空きスペース等）

民地空き空間（屋内）
（空き店舗等）

利用できる空間の大きさ
や、屋根の有無、水道・
電気といった設備有無、
近傍のトイレ情報があれ
ば出店判断しやすい

周辺には普段どのくらい
人の流れがあるのか、過
去のイベント時の人出は
どうかわかれば、出店し
やすい

データダッシュボード
の人流情報

空間を使いたい人
（イベント事業者・商業事業者等）

利活用スペース；“使ってほしい人”が所有管理する空間

官民一体となった
賑わいづくりの推進

空き店舗の解消

道路と民地の一体的賑わいづくり

異なる民地の一体的利用

利活用ノウハウの蓄積
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R7年度における実装のイメージ（PC及び携帯端末で表示）

・スマートシティポータルサイト
と連携（リンク）

【R6年度末】 連携しない
※R6時点ではサービスを独立サイト

として構築
【R7実装時】連携する

スマートシティ
ポータルサイト

沿道空間利用マネジメントシステムサービスサイト

※現在調整中のため、今後表示方法等変更の可能性があります

空間探しマップについては、下記情報
をピンやアイコンで掲示予定
【ベース図】カラー平面図
【情報】
・人流データ取得ポイント【R7実装時】
・トイレ位置【 R6年度末】
・休憩スペース（ベンチ位置等）【R6年度末】
・WIFIポイント【R6年度末】
・口コミ投稿【 R7実装時】
・過去イベントの様子【 R6年度末】

人流データダッシュボードとの連携
別途実装化支援事業で構築したダッシュボ
ードとも横断的な連携を図ることでまちづ
くりに有効活用

３D都市モデルとの連携（調整中）
利活用空間を360度見たい角度で確認可能

●サービストップページ
・サービス主旨、四日市のまちをどのように使っても

らうことができるかを示す
・空間探しのページへのリンク
・上半分；空間イメージ（現地写真等）
【R6年度末】将来パース
【R７実装時】将来パース＋一部竣工写真
※中央通り整備後、竣工写真等へ差し替え
・下半分；使い方事例
【R6年度末】 社会実験時写真
【R７実装時】 社会実験時写真＋実績写真
※事例のアーカイブを順次掲載予定

ピンをクリックすると
個別空間の詳細が表示

検索ボックスで空間情報と環境情報
から探したい空間を絞り込むことが可能

●空間さがしのページ
・上部；使うことができる場所の写真をサムネイル的

に示す
・下部；空間探しができるマップ（周辺情報も

記載）、検索ボックス
・場所概要からさらに詳しい情報のページへリンク
【R6年度末】 利活用スペース；６箇所程度

 ※公共空間のみ
【R７実装時】 利活用スペース；１５箇所程度
 ※公共空間＋民地オープンスペース＋民地空き空間
 ※順次拡張予定

●利活用スペースの詳細
・左部；場所の写真、図面、諸元
・右上部；・ピンをクリックすると場所概要が表示
・場所概要からさらに詳しい情報のページへのリンク
【R6年度末】 空き情報の掲載なし

 ※電話番号等連絡先を記載
【R７実装時】   空き情報の掲載



R6年度 R7年度
実
証
内
容

目的 利活用空間ウェブサイトにおいてマッチングを促
進するために有用な利活用スペースの空間情報お
よび環境情報の検証、利活用社会実験の実施を通
して公共空間と民地の一体的利用のシナジー効果
について実証

利活用空間ウェブサイトにおいてマッチングを促進する人流
データの有用性を実証
加えて、使用者評価情報（口コミ）の有用性を実証

実証概要 ・利活用空間ウェブサイト（＝沿道空間利用マネ
ジメントシステム）のベータ版を構築

・アクセス環境を絞ったクローズドな環境で、ー
タ版を運営者（市担当部局）、商店街関係者、
空間を使いたい人（出店者）に実際に使っても
らい、２Dマップ上に表現する情報項目、サイト
の使いやすさ、情報の公開範囲等についてヒア
リング・アンケート調査を行い、実装化に向け
た課題の明確化を行う。

・将来の中央通りに生まれるオープンスペースを
想定し、近隣の商店街において利活用社会実験
を実施し、公共空間におけるイベント活用につ
いて実証を行う。

・R6年度の成果を踏まえた、年度の前半を目途に、正式版
（ドラフト）を構築。正式版（ドラフト）においては、さら

なる利活用を促すために対象場所の空間情報に加え、周辺
の環境情報を把握するために、3D都市モデルの画面を閲覧
できるようにする。更に、サービス対象のオープン化、対
象エリアを拡大、人流データ取得ポイント・口コミ投稿機
能の追加などサービス内容の拡張を行う。

・正式版（ドラフト）に対して、利用者へのヒアリング・
アンケートを行い、マッチングを促進するための人流
データの有用性、使用者評価情報の有用性の実証を行い、
実証結果を踏まえ適宜システム更新を行った上で、正式
版としてR7年度中にリリースする。

シ
ス
テ
ム
仕
様

地図情報 2D地図 2D地図＋3D都市モデル（調整中）
エリア 利活用スペース：６個所程度

（公共空間のみ）
利活用スペース：15個所程度
（公共空間5箇所程度追加 ※現況の中央通り空きスペース、民地オープンス
ペース2箇所程度、民地空き空間2箇所程度）

サービス提供環境 クローズ（一部関係者のみ） オープン
掲
載
情
報

人流データ取得ポイン
ト

ー 〇

トイレ、休憩スペース
（ベンチ等）位置

〇 〇

Wifi ポイント 〇 〇
口コミ投稿 ― 〇
過去イベントの様子 〇 〇

③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

R6年度、R7年度の実証実験の内容について（案）
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中央通りにおける利活用スペースについて ※設計中のため今後変更の可能性あり

屋根付き
ミニステージがある広場
約300㎡

全線の利活用スペース

市役所東広場
約1600㎡

木陰のマルシェスペース
約240㎡

多目的広場
約500㎡

芝生広場
約400㎡

芝生広場
約250㎡

多目的広場
約200㎡

中央通り公園の利活用スペース

2箇所程度
（R6/R7）

【R6にて実証するエリア】
・アーケード下２箇所
・中央通り（現況）４個所(工事前のため現況の空きスペースを活用）
【R7実証・実装時のエリア】
・アーケード下２箇所
・中央通り（現況）４個所(工事前のため現況の空きスペースを活用）
・中央通り（竣工済）４箇所
・公園（竣工済）１箇所
・民地オープンスペース・空き空間 ４箇所 ※商店街等中央通り近傍

竣工済歩道上 4箇所（R6/R7）

竣工済公園 1箇所（R7）

4箇所程度
（R7）



③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

中央通りにおける利活用体制について ※調整中のため今後変更の可能性あり

40

＜従来の利活用体制＞

＜R7サービス実証・実装時＞（バスタ・中央通り公園工事中）

・公共空間と民間敷地の使うことができる空間を一元的に確認で
きる情報プラットフォームがない

・場所によって、必要な手続きの申請種別・申請先が異なる
・エリアをまたいでの活用の手続きが極めて煩雑となる

・まちづくり組織（仮）ニワミチよっかいちまちづくりパートナーズ
が窓口となり、使いたい人の手続きを一本化

・NYPが中央通り全体のコーディネーターとしての役割を担う

（仮）ニワミチよっかいちまちづくりパートナーズ

使いたい人
・民間事業者（イベント主体等）
・市民活動を行いたい人

中央通り整備完了後には、R7サービス実装時における試行を通して、多数の利活用スペースを一体的に管理する体制の構築を目指す。

道路管理者
（四日市市）

道路管理者
（国、バスタ）

公園管理者
（四日市市）

交通管理者
（警察）

申請・許可 申請・許可 申請・許可 申請・許可

民間土地
所有者等

個別交渉

道路管理者
（四日市市）

道路管理者
（国、バスタ）

公園管理者
（四日市市）

交通管理者
（警察）

申請・許可 申請・許可 申請・許可 申請・許可

民間土地
所有者等

個別交渉

使いたい人
・民間事業者（イベント主体等）
・市民活動を行いたい人

沿道空間利用マネジメントシステムを介して相談

＜ニワミチにおける手続き（将来像） ＞

道路管理者
（四日市市）

交通管理者
（警察）

申請・許可 申請・許可

民間土地
所有者等

個別交渉

・まちづくり組織（仮）ニワミチよっかいちまちづくりパートナ
ーズの窓口を立ち上げ、竣工している場所および暫定利用が可
能な場所等について利活用マネジメントを試行

・実証時に利用者へニーズ及び満足度に関するアンケートを実施
し、システムへ反映させる

（仮）ニワミチよっかいちまちづくりパートナーズ

使いたい人
・民間事業者（イベント主体等）
・市民活動を行いたい人

沿道空間利用マネジメントシステムの実証



③沿道空間利用マネジメントシステムの構築

中央通りにおける利活用体制について ※調整中のため今後変更の可能性あり
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④
中央通りにおける3D都市モデルを活用した
プランニング／マネジメント・ツールの構築

デジタルインフラ台帳の構築



④デジタルインフラ台帳の構築

R6年度実証事業の結果

 KPIの達成状況

検証項目 検証方法 目標 概要 検証結果
R6年度 KPI①：デジタルイン

フラ台帳のアクセス・
セキュリティ環境

市及び埋設
物事業者等
へ の ア ン
ケート

アクセスおよび
セキュリティ要
件を明確化

埋設物事業者等関係者が
所有する端末からのアク
セス環境および各社のセ
キュリティ要件に適合す
るかをデータ更新の試行
を通して検証

〇
埋設物事業者の77%がデジタルインフラ台帳の
利用環境として案②「個別にArcGIS Onlineを契
約して利用する」ことを選択している。
案②ArcGIS Onlineを用いたデジタルインフラ台
帳にて、データ閲覧のセキュリティ環境が構築
できることを確認した。
許可されたアクセス権によるデータ更新、デー
タダウンロード環境の構築を確認した。

KPI②：デジタルイン
フラ台帳整備の有用性
(工数削減効果)

市及び埋設
物事業者等
へ の ア ン
ケート

2割の工数削減
効果

一般的な工数をサンプル
として示したうえで、そ
れに対して何時間削減可
能（想定）かを明確化

〇
地下埋設物移設検討において、デジタルインフ
ラ台帳利用による工数削減効果（B/A=20時間
/65時間≒0.3＜0.8）を確認した。
デジタルインフラ台帳を用いた埋設物移設検討
に対する有用性の評価点は4.35点（良いを5点
～悪いを1点とした場合の平均点）

KPI③：沿道建て替え
促進効果の検証

不動産事業
者への
アンケート

アンケートにお
いてメリットが
あると回答する
事業者が過半数

建替対象土地を設定し、
その土地沿道の地下埋設
情報データ提供イメージ
（3Dイメージ）を提示し
た上で、沿道建替効果促
進につながるかについて、
アンケートを実施

〇
デジタルインフラ台帳を用いた埋設物移設検討
に対する有用性の評価点は4.20点（良いを5点
～悪いを1点とした場合の平均点）
メリットがあると回答する事業者は過半数を超
えていることを確認した。
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対象エリアにおけるデジタルインフラ台帳を構築。埋設物事業者・不動産事業者等へのアンケート調査を実施した。



④デジタルインフラ台帳の構築

 実証実験で得られた成果・課題

デジタルインフラ台帳の
ArcGISデータをクラウドサー
ビス（ArcGIS Online）に格納
し、実際の運用時と同様に関
係者（市および埋設事業者）
のみがアクセスできる環境を
構築し、データの閲覧・更新
を試行することによって、ア
クセス環境の試行実験を行っ
た。

従来の２Dによる埋設物平面図を用いて、デッキ
の基礎施工における地下埋設物の干渉と、地下埋設
物の移設計画を検討した。それを３Dモデル（デジ
タル台帳）を用いることにより、計画の正確性、迅
速性、関係者間の合意形成に有効か検証を行った。

2） データ更新の試行によるデジタルインフラ台帳の有用性の検証
試掘結果データ等に基づいた更新について、デジタルインフラ台帳がない場合の工数（既往の検討・調整フローにおいて各工程の所

要時間）を設定した上で、デジタルインフラ台帳を使用し、市および埋設事業者、施工者、設計者によるデータ更新を行った。既往の
検討・調整フローとデジタルインフラ台帳を使用した場合との工数の比較を行うことで、デジタルインフラ台帳の有用性を評価した。

２Dの埋設物平面図による検討 3Dを用いた埋設物移設計画

各埋設物情報を統合した２D図面 Rhinocerosによる３Dモデル デジタルインフラ台帳（ArcGIS online 画面）

１） データ閲覧・更新の試行によるアクセス環境の検証
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R6年度実証事業の結果



デジタルインフラ台帳の実装に向けた課題
①埋設物事業者との合意
埋設物事業者へのヒアリングの結果、デジタルインフラ台帳について前向きな意見が多い一方、地下埋設物情報の公開については、社

内規程により地下埋設物情報は機密事項として定義されており、情報公開に関する正式な合意書類を各埋設物事業者と取り交わす必要が
あると考えられる。
➁データ精度とセキュリティ
デジタルインフラ台帳の根拠資料の一つである埋設物台帳は、埋設物の位置精度が高くないため、正確な位置が必要となる場合は試掘

調査等を行って確認する必要がある。一方で、精度が高い埋設物の位置情報を公開することに対してセキュリティ上の懸念があるという
意見もあり、デジタルインフラ台帳を利用することの有効性に加えてセキュリティを考慮したデータ更新方法を設定する必要がある。
③公開対象者と責任範囲
埋設物事業者以外の設計者、不動産事業者等への公開対象者の範囲拡大については、閲覧者の管理方法、公開情報の精度・セキュリ

ティ、公開情報に対する責任範囲等について埋設物事業者との調整が必要となる。
④整備範囲と費用
現時点では、中央通りの延長1.6kmでデジタルインフラ台帳を整備する方針だが、整備範囲を広げることによる有用性の向上と作成費

用・維持管理費用等の費用対効果を考慮して、最適な範囲を検討する必要がある。

管理運用体制の検討、マニュアル・ガイドラインの必要性
地下埋設物デジタルインフラ台帳の管理運用体制について、R6年度においては既往事例との比較も含めて複数案の検討を行ったが、今

後具体的な庁内体制について検討を行う必要がある。また、これらの管理運用体制に加えて、具体的なデータの収集・更新方法等を含む
マニュアル・ガイドライン等の検討も必要である。

ユースケース展開による利用促進
R６年度検討の中で地下埋設事業者等から、地下埋設物３DモデルをARソフトを用いて現場確認を行うことが、施工の手戻りリスクの低

減につながるのではとの意見があった。デジタルインフラ台帳の利用をさらに促進するために、有効なユースケースを提案・実証してい
くことが必要である。

④デジタルインフラ台帳の構築

 実証実験で得られた成果・課題

R6年度実証事業の結果

次年度に向けての課題
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④デジタルインフラ台帳の構築

R7年度における実装のイメージ
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距離計測

断面表示

＜デジタルインフラ台帳＞
地下からの見上げ

高さ計測

初期画面



④デジタルインフラ台帳の構築

R7年度における実装のイメージ
＜現場におけるAR
ソフト活用＞
（画像は四日市市上下水
道局業務に係る実績）

【地下埋設物3DモデルのAR表示】 【仮想掘削穴による地下埋設物3DモデルのAR表示】

【ARアプリによる属性情報の表示】 【ARアプリによる深さ計測】

ARアプリによる管種、管
径、土被りなどの属性情
報を表示することで図面
不要
地表面高計測機能による
土被り深さの計測

現場で地下埋設物の状
況（配置・管径など）
と空きスペースを確認
し、仮設配管の位置を
精度良く計画すること
が可能
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④デジタルインフラ台帳の構築

R7年度における実装のイメージ

【２D図面による確認とAR表示での照合】 【埋設管位置マーキング】

試掘時のAR活用による
地下埋設物破損リスク
の低減

埋設物事業者の立合いに
よる試掘位置の決定時に
ARアプリを利用
埋設管位置マーキングに
ARアプリを利用

＜現場におけるAR
ソフト活用＞
（画像は四日市市上下水
道局業務に係る実績）
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【参考】中央通り社会実験との連携
中央通りの先行整備区間を対象に、賑わい創出社会実験・自動運転社会実験を実施し、同時にR6年度のスマートシティ
実装化支援事業の実証を行った。

【社会実験概要 期間：11/6～27】
社会実験 概要

賑わい創出社会実験
ニワミチスポットてらす

新たに完成した中央通りの歩行空間において、試験的にランチタイムなどにおけるキッチンカー等の
サービスを許容し、どの程度の出店や利用があるのかを検証

自動運転実証実験 近鉄駅西側を対象として、２台の自動運転バスを運行。同時に電動キックボード講習会・試乗会も開催

「ニワミチスポットてらす」と、デジタルサイネージを
用いた実証実験の様子

自動運転実証
実験の様子

デジタルポイン
トラリーの画面

取組名 概要

データ可視化サービスの効果検証
実空間におけるスマートシティ取組の周知の有用性検証
（本実証事業①に関連）

11/21,22において、仮設のデジタルサイネージを用いて、左記に示
す実証を実施

デジタルポイントラリー
（本実証事業②に関連）

中央通り周辺のスポットを巡りポイントを取得する「デジタルポイン
トラリー」を実施。

【同時に行ったスマートシティ実装化支援事業の取り組み】
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参考：ニワミチスポットてらすのチラシ
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参考：自動運転実証、デジタルポイントラリーのチラシ
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写真

はじめに

四日市市におけるスマート化に向けた取り組みは2020（令和2）年度の四日市市職員
によるワークショップから始まり、2021（令和3）年度には公民連携による「四日市ス
マートリージョン・コア推進協議会」が設立されて本格的な検討が行われました。この
推進協議会では「四日市市都市再生協議会」や「中央通り再編関係者調整会議」などと
連携しつつ議論を重ね、2022（令和4）年3月に『四日市スマートリージョン・コア実
行計画』を作成しました。
この実行計画をロードマップとして、中央通りの再編やバスターミナルの整備が完了

する予定の2026（令和8）年度までにスマート化の各種取り組みを実装することを目標
にしています。
本資料は、前述の実行計画のうち2024（令和6）年度の活動成果や進捗状況をとりま

とめることを目的としています。
まず、国土交通省のスマートシティ実装化支援事業の採択を受け、①利活用空間活性

化ツールの構築、②四日市版MaaSの構築、③バーチャル空間におけるコミュニケー
ション・ツールの構築（沿道空間利用マネジメントシステムの構築）、④中央通りにお
ける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメント・ツールの構築（デジタル
インフラ台帳の構築）という、4つの事業を推進しました。これらの事業は、令和5年
度から令和7年度までの3年間の実施を予定しており、今年度はその２年目にあたりま
す。次（令和7）年度の実装を目指して、さらに各事業の取組を推進します。
また、2024年11月には、新たに完成した中央通りの歩行区間において、「賑わい創

出社会実験ニワミチスポットてらす」「自動運転実証実験＆デジタルポイントラリー」
という実証実験を開催しました。
これらの成果を踏まえつつ、また2025（令和7）年度も取り組みを継続していきたい

と考えています。



4

実行計画の概要
＜実行計画の目標＞

四日市スマートリージョン・コア

～都市軸と新たな「市（賑わい）」の創出～

<未来像> ＜未来像実現のために解決すべき課題・既往の取り組み等＞

【東海圏域の活力を牽
引】

<スマートシティ実行計画における１２の取り組み>

いち

【中心市街地における
都市機能の集積と
質の高い都市空間づ

くり】

【中央通りの再編を通
じた中心市街地の活性
化, 「多角連携・重層
型環境都市圏」の形

成・強化】

中心市街地の魅力・情報発信不足、空き店舗等の増加

＜ハード面の取り組み＞
・中央通り再編事業にてクスノキ並木空間を使われる空間に
再編、Park-PFI事業の実施による民間活力の導入※進行中

・市民公園・諏訪公園・鵜の森公園のリニューアル※進行中
＜ソフト面の取り組み＞
・四日市市空き家・空き地バンク
・四日市空き店舗等活用支援事業

＜課題＞
１）商店街における空き店舗の発生、空き店舗率の増加傾向
２）中心市街地における低未利用地

（中央通りクスノキ並木・空き地・青空駐車場）
３）市民活動スペースの不足
４）中央通り等の各種公共施設の老朽化・魅力低下
５）民間投資の誘発
６）中心市街地の魅力発信不足

高い自動車利用率、歩行者回遊性の不足、観光需要の掘り起こし

＜ハード面の取り組み＞
・中央通り再編事業にてバスターミナルを集約（国直轄バスタ事
業）、デッキ等の整備により乗り換え利便性を向上※進行中

・中央通り等のリニューアルによりゆとりある歩行者空間及び
滞留空間・休息空間の整備※進行中

・JR四日市駅周辺再編によるJR四日市駅周辺への大学等の
新たな都市機能誘導※進行中

＜課題＞
１）高い自動車利用率（約67％「四日市市地域公共交通計画」
R5.2）
２）中心市街地における滞留空間及び休息空間の不足
３）JR四日市駅周辺の土地利用の衰退
４）近鉄四日市駅周辺の低い交通利便性（散在するバス停等）
５）観光需要の掘り起こし（ビジネス来街者の観光客への転換
等）

官民連携の推進、質の高い維持管理・活用の実現

＜ソフト面の取り組み＞
・P-PFI事業（中央通り公園等）

＜課題＞
１）官民連携による質の高い維持管理・活用方法の具体化
２）中央通りにおけるエリアマネジメント主体の不在

まちなか

ウォーカブル・

ネットワーク

ウォーカブル・ネットワーク、

交通結節拠点としてのスマート・

バスタの整備

待ち時間や移動時間を楽しめる

モビリティの導入

ウォーカブル＋ウェルネス環境の

展開

使える・楽しめる

パブリック

スペース

パブリックスペースの可能性最大

化

インタラクティブな

ストリートファニチャー

災害に強い中央通り

交流・賑わいの

バリューアップ

人流誘導による

商店街活性化

スマート図書館

メタバース（デジタルツイン）

ソフト・インフラ

データプラットフォーム

3D都市モデル

ハード・インフラ スマート・インフラ
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Ⅰ．2024年度の主要トピック
スマートシティ実装化支援事業が２年目に

中央通りの先行整備区間が竣工

先行整備区間における実証実験の実施
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スマートシティ実装化支援事業が２年目に
実行計画に示された12の取り組みと、中央通りで進む公共空間再

編事業を踏まえた課題に対応するため、スマート・インフラの整備
や、四日市版MaaSの構築などを含む、4つのスマート関連の取り組
みメニューを位置づけた。これらの取り組みメニューを、国土交通
省の「スマートシティ実装化支援事業（都市サービス実装タイ
プ）」として応募し、2023（令和5）年6月に採択を受けた。スマー
トシティ実装化支援事業（都市サービス実装タイプ）の枠組みを活
用し、2023(令和5)年から2025(令和7)年までの3年間で4つの事業に
取り組む予定である。同事業は本年度で２年目となり、来年度の実
装化に向けた実証実験を実施している。

①利活用空間活性化ツールの構築
AIカメラの精度検証と取得データの活用方法を検討するとともに、データ

ダッシュボードにおける過去データの表示方法の最適化について検討を行った。
また、タッチパネル型デジタルサイネージを活用し、イベント情報や緊急情報
を含むスマートシティサービスの効果的な情報提供方法について検証を行った。

②四日市版MaaSの構築
データプラットフォームと連携する四日市版MaaSのプロトタイプを構築し、

デジタルマップを活用してビジネス来訪者や観光客向けのまち歩き促進サービ
スについて実証を行った。具体的には、経路検索機能、イベント情報、駐車
場・商店街情報の掲載に加え、デジタルポイントラリーや自動運転バスとの連
携実験を通じて、回遊性向上効果を検証した。

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築
沿道空間利用マネジメントシステムのベータ版を構築し、利用者・提供者双

方のニーズ調査を通じて来年度の実装に向けた課題を明確化した。具体的には、
関係主体へのヒアリングを通じて商店街における実証環境を構築、利用者
（空間を使いたい人と使ってほしい人）のニーズをヒアリングおよびアンケー
トにより把握し、システムの使いやすさやシステムに掲載する情報について精
査した。

④中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジ
メント・ツールの構築

市民公園前中央通り北側と近鉄四日市駅西口周辺において、地下埋設物
の3次元モデルデータを拡張し、アクセス環境とセキュリティ面での課題
を検証した。既存台帳からのモデルデータ作成と試掘結果に基づく更新作
業を通じて、工数削減と施工時の調整円滑化の効果を確認するとともに、
行政側の維持管理体制や更新タイミング、事業者との共有方法、国の標準
仕様書との連携など、運用体制とルールの検討を実施した。

中央通りの先行整備区間・市民公園が竣工
西浦通り～市民公園東区間および市民公園の先行整備が完了し、

すでに多くの市民に利用されている。

『四日市スマートリージョン・コア実行計画』
は、以下の３つの分野から構成されている。
①中央通り再編に伴い新規に整備される「ハー
ド・インフラ」、②データプラットフォームの
利活用を中心とした「ソフト・インフラ」、③
四日市市の特徴と課題を踏まえた「サービス」
これらの分野に応じて今年度の主要トピックを
確認する。

先行整備区間における実証実験の実施
中央通りの先行整備区間を対象に、2024年11月に賑わい創出社会

実験・自動運転社会実験を実施し、同時にR6年度のスマートシティ
実装化支援事業の実証を行った。

賑わい創出社会実験ニワミチスポットてらす

新たに完成した中央通りの歩行空間において、試験的にランチタ
イムなどにおけるキッチンカー等のサービスを許容し、どの程度の
出店や利用があるのかを検証した。また、仮設のデジタルサイネー
ジを用いて、データ可視化サービスの効果検証、実空間におけるス
マートシティ取組の周知の有用性検証を行った。

自動運転実証実験＆デジタルポイントラリー

近鉄駅西側を対象として、２台の自動運転バスを運行。同時に電
動キックボード講習会・試乗会も開催した。また、中央通り周辺の
スポットを巡りポイントを取得する「デジタルポイントラリー」を
実施した。
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Ⅱ．12の取り組み内容に応じた
進捗状況の詳細

01 ウォーカブル・ネットワーク、交通結節拠点としての
 スマート・バスタの整備

02 待ち時間や移動時間を楽しめるモビリティの導入

03 ウォーカブル＋ウェルネス環境の展開

04 パブリックスペースの可能性最大化

05 インタラクティブなストリートファニチャー

06 災害に強い中央通り

07 人流誘導による商店街活性化

08 スマート図書館

09 メタバース（デジタルツイン）

10 データプラットフォーム

11 3D都市モデル

12 スマート・インフラ
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ウォーカブル・ネットワーク、交通結節拠点としての
スマート・バスタの整備

01 02 待ち時間や移動時間を楽しめるモビリティの導入

取り組み概要（実行計画より）
観光・賑わい創出の拠点
交通情報等の配信、乗り換え利便性の向上
脱炭素・レジリエント拠点

今年度の検討状況
管理運営事業者とともに、施設運用及びデジタルサイネージ表示内容等の調整検討に着手。

次年度の予定
管理運営事業者とともに、施設運用及びデジタルサイネージ表示内容等の調整検討。

取り組み概要（実行計画より）
多様なモビリティの導入
マルチ・モビリティポートの設置
予約システムの構築（四日市版MaaS）

今年度の検討状況
自動運転バス、次世代モビリティ等の実証実験を2024年11/6～11/27に実施。
MaaS×まち歩きの取り組みとしてデジタルポイントラリーを実施(170名参加)。
四日市デジタルマップと交通情報（主要駐車場の満空情報、自動運転バス位置及び混雑度、三
重交通バス位置情報等）と連携。

次年度の予定
自動運転の導入に向け、引き続き実証実験を予定。
MaaSの機能拡張を進めるとともに、関連情報を閲覧するためのダッシュボードの
整理を予定。

自動運転バスの
リアルタイム位置情報と

混雑度を表示

駐車場の位置と満空情報を
※DP経由で表示

デジタル
ポイントラリー機能モビリティ

参考：昨年度の検討内容（再掲）
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ウォーカブル＋ウェルネス環境の展開 パブリックスペースの可能性最大化03 04
取り組み概要（実行計画より）
四日市ウォーカブルマップの構築
快適なウォーカブル環境の展開

今年度の検討状況
沿道の歩行者空間や低未利用地・空き店舗などを官民連携で一体的に取り扱うサービスを検討。
沿道空間利用マネジメントシステムとして、利活用空間ウェブサイト（ベータ版）を開発した。

次年度の予定
利活用空間ウェブサイトの正式版のリリースに加え、人流データ・使用者評価情報
（口コミ）の有用性について実証を行う予定。

取り組み概要（実行計画より）
パブリックスペースの現況把握と可視化
場所の予約システム、デリバリーサービスの展開
パブリックスペースのフレキシブルな利活用

今年度の検討状況
2024年11月に中央通り沿いにデジタルサイネージを仮設置し、中心市街地の魅力発信コンテ
ンツに加えて災害関連情報等を発信し、アンケート調査を通じて市民ユーザー等の反応を調査
した。
2025年２月には市民公園にデジタルサイネージを本設置した。

次年度の予定
デジタルサイネージ等を通じて、より市民の歩行や屋外での活動を促す環境情報
を提供。

デジタルサイネージによる中心市街地の魅力発信コンテンツ 空き店舗の解消

道路と民地の一体的賑わいづくり

異なる民地の一体的利用

利活用ノウハウの蓄積
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インタラクティブなストリートファニチャー05

06 災害に強い中央通り

取り組み概要（実行計画より）
照明による演出
人の動きに反応するエンターテインメント要素の付加

今年度の検討状況
過年度に引き続き、環境センサで取得したデータの可視化を行った。

次年度の予定
歩行者空間における暑熱環境の向上を目的として、ミスト等の導入検討を実施。

取り組み概要（実行計画より）
災害情報の配信、避難所への誘導
中央通りにおけるローカルグリッド構築

今年度の検討状況
デジタルサイネージの災害情報連携実証を実施。
表示の見やすさや、災害時の情報提供の有用性を
実証した。

次年度の予定
データプラットフォームを通じた災害時情報のオープン化およびデジタルサイ
ネージを用いたさらに適切な災害情報伝達方法を検討。

今年度の検討状況
商店街関係者等との協議を経て、沿道空間利用マネジメントシステムとして、利活用空間
ウェブサイトのベータ版を構築。空き店舗等の空間を使ってほしい人と、空間を使いたい人
とのアンケートを行った。
収集されたデータを公園や商店街で有効活用するため、データプラットフォームワーキング
グループにおいてワークショップを実施した。

人流誘導による商店街活性化07
取り組み概要（実行計画より）
人流・混雑状況の可視化
人流の誘導
店舗側のマーケティング支援

次年度の予定
スマートシティ実装化支援事業の枠組みを活用するとともに、データプラット
フォームワーキンググループでの活動等を通じて、情報可視化・利活用、マーケ
ティング支援の取り組みを引き続き検討予定。

利活用空間ウェブサイトのイメージ データプラットフォームWGのワークショップ



11

09 メタバース（デジタルツイン）
取り組み概要（実行計画より）
様々なコミュニケーションツールとしての活用
シティプロモーション
仮想空間と現実空間のハイブリッドによる市民生活の
効率化や経済の活性化

今年度の検討状況
令和４～５年度のメタバースの実証実験を踏まえ、中央通りでの取り組みはメタバースに
限ることなく他のツールの可能性についても広げていくこととし、令和６年度からは、ス
マートシティ実装化支援事業における「利活用空間活性化ツールの構築」「四日市版MaaS
の構築」「バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築」によりシティプ
ロモーション、市民生活の効率化及び経済の活性化等に取り組んでおり、メタバースとし
ての取り組みの実施はなし。

次年度の予定
次年度以降の予定無し。

データプラットフォーム
取り組み概要（実行計画より）
公民学で連携して必要なデータを集約する
十分なセキュリティにより安全性を確保
新たなイノベーションの創出や、スマート化の取り組み
全体の最適化

10

今年度の検討状況
昨年度に引き続き、設置されたスマート・インフラと連携し、データプラットフォーム上で人流
データ、環境データの蓄積、ポータルサイトサイト、ダッシュボード、デジタルマップを運営。
四日市版MaaSの機能として、交通情報（主要駐車場の満空情報、自動運転バス位置及び混雑度、
三重交通バス位置情報等）をデジタルマップと連携。
オープンデータを活用し、中心市街地の課題を解決するアプリを開発する「四日市まちづくり
ハッカソン」を開催。

次年度の予定
データプラットフォームの連携強化（災害情報、MaaSデータダッシュボード、沿道
空間利用マネジメントシステム）と、持続的なデータ利活用のための体制構築に向
けて、データの有料サービスの可能性について検討を行う予定。

スマート図書館08
取り組み概要（実行計画より）
デジタル技術を活用した効率的な図書館運営について検討
図書館周辺や中央通りにおける電子書籍閲覧を検討

今年度の検討状況
ICタグを使用した自動貸出機・自動返却ポスト・セキュリティゲートを導入。ICタグの
活用により、貸出・返却時の複数冊の一括処理や返却後の仕分け処理が自動化され、利
便性へのサービス向上に加え、業務の効率化につながった。また、令和５年度に導入し
た電子図書館については、令和６年度で約24,000コンテンツとなっている。
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11 3D都市モデル スマート・インフラ

取り組み概要（実行計画より）
サービスを実現するために必要なデータを計測するた
めに、センサなどの情報通信機器を整備

12

今年度の検討状況
中央通りの再編事業と合わせて、
昨年度に引き続き、市民公園へス
マートポール、デジタルサイネー
ジなどを順次設置

取り組み概要（実行計画より）
 3D都市モデルを構築し、オープンデータ化
ユースケースを開発

今年度の検討状況
スマートシティ実装化支援事業の一環として、中央通りのデジタルインフラ台帳構築を推進。
実際の運用時と同様に関係者（市および埋設事業者）のみがアクセスできる環境を構築し、
データの閲覧・更新を試行。

次年度の予定
地下インフラ台帳データの構築範囲を全線に拡大し、
モデルを利用したユースケースの実証（ARの活用）
を予定。
沿道空間利用マネジメントシステムにおいても、3D
都市モデルとの連携を検討予定。

次年度の予定
中央通りの再編事業と合せて、引き続きスマート・インフラを整備予定。

現場におけるARソフト活用の
イメージ

デジタルインフラ台帳の画面例
初期画面（左）、断面表示（上）

参考：スマート・インフラの整備予定
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Ⅲ．持続可能な仕組みに向けて
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 中央通りの賑わいづくりにおいては、その運営に関わる多主体が協働し、中央通りへの関係人口を増やしながら、質の高い利活用を持続的に行っていく必要がある。
 四日市市では”ニワミチよっかいち”利活用戦略を定め、今後の利活用の体制やルール等についてまとめている。
 利活用の体制として、（仮）ニワミチよっかいちまちづくりパートナーズ（以下、NYP）を設置し、官民連携でニワミチの一体的なマネジメントを行うこととされてい
る。その機能のひとつとして「スマートシティ実装化機能」が挙げられており、公共空間での取得データの情報管理業務、各種データの編集・発信業務等を行う予定
である。

官民連携によるニワミチの一体的なマネジメント

出典：「ニワミチよっかいち」利活用戦略／四日市市／2025年１月更新

「ニワミチよっかいち」利活用戦略の策定
・市は、中央通りの空間再編を契機として、四日市の賑わいづくりに関わる関係人口を増や
していきつつ、質の高い利活用を持続的に行っていくことで、下記の狙いを達成するため
に「ニワミチよっかいち」利活用戦略を策定。

まちづくり主体に求められる機能
・まちづくり主体に求められる以下の機能を担う（仮）ニワミチよっかいちまちづくりパートナーズ
（以下、NYP）を設置し、官民連携でニワミチの一体的なマネジメントを行う。

・NYPの機能のひとつとして「スマートシティ実装化機能」が挙げられている。
１．それぞれの空間活用の担い手が連携して取り組むまちのエリアブランディング
２．ニワミチからまち、さと、みなとへのまちづくり・賑わいの波及
３．ニワミチをまちづくりの総合拠点化し、東海エリアにおける西の中枢都市へ
４．更なる賑わいづくりに向けた商店街、沿道、周辺公共施設との連携
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官民連携によるニワミチの一体的なマネジメント

ニワミチにおける利活用手続きの円滑化
・対象エリアでは、空間利用に際しての手続きが多岐に渡ることが使いたい人にとって少なか
らずハードルになっている

・利活用を促進するため、（仮）ニワミチよっかいちまちづくりパートナーズが一括して相談
窓口の機能を担うことで、手続きの円滑化を図る

利活用戦略の対象範囲
・本利活用戦略の対象範囲は、下記に示す通りである。対象範囲内には、道路・公園・道路
と公園の兼用工作物が含まれるが、これらの特性に合わせ、下記の利活用制度を活用し、
官民連携で賑わいづくりを行っていく。

出典：「ニワミチよっかいち」利活用戦略／四日市市／2025年１月更新
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Ⅳ．次年度の進め方



17
いずれの取り組みも令和6年度において遅れはありません。一部の取組については、次年度以降、実行計画の見直しを行う予定です。

目標スケジュール 直近の進捗状況や次年度の予定

令和6（2024）年度の進捗状況 令和7（2025）年度の予定

ー ー

管理運営事業者とともに、施設運用及びデジタル
サイネージ表示内容等の調整検討に着手しており、
遅れなし

管理運営事業者とともに、施設運用及びデジタルサ
イネージ表示内容等の調整検討

実証実験を通じて四日市版MaaSのシステム構築
が進められており、遅れなし

自動運転の導入に向け、引き続き実証実験を予定。
MaaSの機能拡張を進めるとともに、関連情報を閲
覧するためのダッシュボードの整理を予定。

中央通り周辺にデジタルサイネージを設置し、市
民等に有用な情報提供を行っており、一定の成果
が得られているため、遅れなし

デジタルサイネージ等を通じて、より市民の歩行や
屋外での活動を促す環境情報を提供。

沿道の歩行者空間や低未利用地・空き店舗などを
官民連携で一体的に取り扱うサービスとして、利
活用空間ウェブサイト（ベータ版）を開発してお
り、遅れなし

利活用空間ウェブサイトの正式版のリリースに加え、
人流データ・使用者評価情報（口コミ）の有用性に
ついて実証を行う予定。

過年度に引き続き、環境センサで取得したデータ
の可視化を行っており、遅れなし

歩行者空間における暑熱環境の向上を目的として、
ミスト等の導入検討を実施。

デジタルサイネージを通じて災害情報連携実証を
実施し、表示の見やすさや、災害時の情報提供の
有用性を明らかにするなど、一定の成果を得られ
ているため、遅れなし

データプラットフォームを通じた災害時情報のオー
プン化およびデジタルサイネージを用いたさらに適
切な災害情報伝達方法を検討。

スマートシティポータルサイト上での人流データ
可視化の継続に加え、前述の利活用空間ウェブサ
イトのベータ版構築、商店街におけるデータ利活
用についてデータプラットフォームWGにおいて
ワークショップを実施するなど、一定の成果が得
られているため、遅れなし

スマートシティ実装化支援事業の枠組みを活用する
とともに、データプラットフォームワーキンググ
ループでの活動等を通じて、情報可視化・利活用、
マーケティング支援の取り組みを引き続き検討予定。

ICタグを使用した自動貸出機・自動返却ポス
ト・セキュリティゲートを導入するなど遅れ無し 新図書館の整備に向けた検討を予定。

令和４～５年度のメタバースの実証実験を踏まえ、中央
通りでの取り組みはメタバースに限ることなく他のツー
ルの可能性についても広げていくこととし、令和６年度
からは、スマートシティ実装化支援事業における「利活
用空間活性化ツールの構築」「四日市版MaaSの構築」
「バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツール
の構築」によりシティプロモーション、市民生活の効率
化及び経済の活性化等に取り組んでおり、メタバースと
しての取り組みの実施はなし。

次年度以降、実行計画見直しの際に変更を予定。

データプラットフォームを基盤として、スマー
ト・インフラ、スマートシティポータルサイト、
四日市版MaaSとのデータ連携が進んでいるため、
遅れなし

データ連携強化（災害情報、MaaSデータダッシュ
ボード、沿道空間利用マネジメントシステム）と、
持続的なデータ利活用のための体制構築に向けて、
データの有料サービスの可能性について検討を行う
予定。

3D都市モデル活用のユースケースのひとつとし
て、中央通りの地下デジタルインフラ台帳の構築
範囲を拡大、ユーザーのニーズ把握などの実証を
実施、遅れなし

ARを活用した地下インフラ台帳データを利用した
ユースケースの展開に加え、沿道空間利用マネジメ
ントシステムにおいても、3D都市モデルとの連携
を検討予定。

中央通りの先行整備区間においてAIカメラや環
境センサー等のスマート・インフラの整備を進め
ていることから、遅れなし

中央通りの再編事業と合せて、引き続きスマート・
インフラを整備予定。

01
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Ⅴ．関係者一覧
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令和6年3月時点

事業主体の名称 四日市スマートリージョン・コア推進協議会（実行計画の推進主体）

事業主体の構成員

地方公共団体代表 ： 四日市市
有識者 ： 東京大学大学院 村山 顕人

名城大学理工学部 松本 幸正
早稲田大学大学院創造理工学研究科 有賀 隆

幹事会員 ： 近畿日本鉄道株式会社
三重交通株式会社
三岐鉄道株式会社
三重県タクシー協会/株式会社三交タクシー
学校法人みえ大橋学園
株式会社近鉄百貨店
四日市商工会議所
株式会社ディア四日市
近鉄グループホールディングス株式会社
近鉄不動産株式会社
株式会社シー・ティー・ワイ
株式会社三十三銀行

中部電力株式会社
国土交通省 中部地方整備局 三重河川国道事務所
三重県

賛助会員 ： 株式会社FIXER
株式会社マクニカ
株式会社VACAN
株式会社日建設計
FUTURE株式会社
富士通Japan株式会社
早稲田大学

オブザーバー ： 国土交通省 都市局 街路交通施設課
（敬称略_順不同）

実行計画の期間等 令和4（2022）年度～令和8（2026）年度（予定）
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その他報告事項

■実施日　オープンデータ勉強会  　　　 2024年8月10日（土）13:00～16:00  　ハッカソン１日目　  　　　　 2024年8月24日（土）10:00～17:00　開発期間　　　　　  　　　　 2024年8月25日（日）～8月30日（金）　ハッカソン２日目（発表会）　2024年8月31日（土）13:00～17:00　■参加者　　高校生7名、大学生5名、社会人10名　計22名（6チーム）
　「若者と考える！魅力あふれる四日市まちづくり」をテーマに各チームより、中心市街地の課題解決もしくは魅力向上につながるアプリの提案があり、アプリのデモを含めた発表をもとに審査した。
■ハッカソン結果/受賞チーム・最優秀賞「INTEC」チーム（社会人）　　商店街の空き店舗出店者を支援し、賑わい創出につなげるアプリとし　て、四日市市のオープンデータを学習させたAIチャットが出店者の経営　相談に応じるアプリ・2位「四日市万古焼」チーム（大学生）　　新たな観光スポット創出につながるアイデアとして、観光スポットと　なるモニュメントの設置場所をAR技術によりスマホを用いてシミュレー　ションできるアプリ
上記2チームについては、次のステップとして11月に実証実験を実施した。 オープンデータ勉強会の様子 ハッカソン１日目の様子

四日市まちづくりハッカソン2024



■「四日市萬古焼」チーム（大学生）　スマホカメラを通して撮影するとキャラクターが表示されるQRコードをニワミチ社会実験エリアに設置し、AR表示アプリの実現性を検証した。

実証実験チラシ

実証実験内容■「INTEC」チーム（社会人）　キッチンカーの出店期間中に、出店者にアプリを利用してもらい、アプリの使用感や店舗経営に際して欲しい情報等をアンケートにより収集した。　アンケート集計の結果、過半数の方にAIチャットの回答内容について適切な回答と評価された。また、過去の売上データや周囲のイベント情報など、オープンデータとして整備できていない情報へのニーズが高かったことから、それらをAIチャットに学習させることで、有用性を高められる可能性があることを確認した。

ハッカソン実証実験
実施日：2024年11月6日（水）～ 11月27日（水）　　　 （ニワミチ社会実験内で実施）

実証実験エリアの様子

AIチャットのイメージ図



区分 所　　　属 氏　名 出欠 随行 現地／オンライン

東京大学　大学院
工学系研究科　教授

村山　顕人 〇 現地

名城大学理工学部
社会基盤デザイン工学科　教授

松本　幸正 〇 オンライン

早稲田大学
理工学術院　教授

有賀　隆 〇 現地

近畿日本鉄道㈱　鉄道本部 名古屋統括部 施設部長 三重　和宣
代理出席

鉄道本部 名古屋統括部 施設部 工
務課 主査　牧野　修幸

オンライン

三重交通㈱　専務取締役 久保田　重人
代理出席
取締役

尾崎　彰

企画部　部長
小瀬古　恵則

(現地)
現地

三岐鉄道㈱　自動車部　運行管理課　課長 伊藤　眞郷 欠席 -

㈱三交タクシー　常務取締役 児玉　拓也 欠席 -

学校法人みえ大橋学園　理事長 大橋　正行
代理出席

専門学校設置準備室　室長
伊藤和泉

現地

㈱近鉄百貨店　営業推進部　マネージャー 木室　康弘 〇 オンライン

四日市商工会議所　専務理事 山下　二三夫 〇 現地

㈱ディア四日市　代表取締役社長 鈴木　主計 〇
常務取締役
須藤　康夫

(現地)
現地

近鉄グループホールディングス㈱　総合政策部　部長 切中　義憲
代理出席

総合政策部　課長　井上　貴昭
　　　　　　係長　西口　拓実

オンライン

近鉄不動産㈱　名古屋事業本部　賃貸事業部長 吉田　健 〇 オンライン

㈱シー・ティー・ワイ　取締役　ICTソリューション推進部  部長 安達　勝也
代理出席

ICTソリューション推進部  次長
山本　龍太郎

現地

㈱三十三銀行　営業本部営業企画部　営業企画課長 臼井 智博 〇 オンライン

中部電力㈱　事業創造本部　部長 黒木 信彦
代理出席

価値共創ユニット　主任
白江 真二

オンライン

国土交通省　中部地方整備局　三重河川国道事務所　副所長 毛利　勇
代理出席

三重河川国道事業対策官
稲本恵一

オンライン

三重県　県土整備部　都市政策課　副課長 岡田　健
代理出席

都市政策課　市街地整備班長
別所 則幸

都市政策課　市街地整備班
主幹兼係長　上田雅章

技師　正多聡志
(オンライン)

-

四日市市　副市長 舘　英次 〇 現地

㈱日建設計　都市・社会基盤部門　CM・測量部長 中村　出 〇
CM・測量部

アソシエイト　河野　正雄
(オンライン)

現地

早稲田大学
建築学科有賀研究室　講師

小松　萌 欠席 -

㈱マクニカ　イノベーション戦略事業本部
スマートシティ＆モビリティ事業部スマートモビリティ事業推進部
部長

福田 泰之 〇
スマートモビリティ事業推進部
第1課　担当 髙木 克真 (現地)

第1課　担当 奈良岡 龍一 (現地)
現地

国土交通省　都市局　街路交通施設課　街路交通施設安全対策官 崎谷　唯比古 〇 オンライン

国土交通省　都市局　都市計画課　都市計画調査室　係長 樫林　哲也 〇 オンライン

国土交通省　中部地方整備局　建政部　都市整備課　課長 後藤　直紀 〇 オンライン

国土交通省　中部運輸局　交通政策部　交通企画課　課長　専門官 江川　晃平
代理出席

交通政策部　交通企画課　専門官
田中 秀和

オンライン

国土交通省　中部運輸局　三重運輸支局　首席運輸企画専門官 小島　光洋
代理出席

企画調整担当　小坂 和都
オンライン

賛助会員

オブザー
バー

行政

令和６年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会 　第３回幹事会
出席者名簿

３月２８日（金）１０：００～１２：００
四日市商工会議所　３階　大会議室（オンライン併用）

幹事会
役員

有識者

交通
関係者

行政

商工関係者
大規模権利者
事業展開企業

別添1



四日市市　政策推進部
部長

荒木　秀訓

四日市市　政策推進部　政策推進課
課長

矢澤　賢太郎

四日市市　総務部　デジタル戦略課
課長

林　雄士

四日市市　危機管理統括部　危機管理課
課長

後藤　明彦

四日市市　シティプロモーション部　観光交流課
課長

大橋　剛

四日市市　商工農水部　商業労政課
課長

秦　昌洋
※オンライン

四日市市　商工農水部　工業振興課
課長

釜瀬俊之

四日市市　環境部　環境政策課
課長

赤堀　剛寛

四日市市　都市整備部　都市計画課
課長

鈴木 淳

四日市市　都市整備部　都市計画課
公共交通推進室長

藤田　貴

四日市市　都市整備部　都市計画課
 副参事・計画ＧＬ

橋本　幹人

四日市市　都市整備部　市街地整備課
課長

戸本　直弥

四日市市　都市整備部　市街地整備課
副参事

伊藤　直人

事務局 行政



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四日市市 
政策推進部 
政策推進課 

課長 

三重交通㈱  
専務取締役 
久保田 重人 
(代理：取締役 
尾崎 彰) 

四日市市 
副市長 

舘 英次 

スクリーン 

事務局 

令和６年度第３回四日市スマートリージョン・コア推進協議会 幹事会 席次表 

出

入

り

口 

令和 7 年 3 月 28 日(金) 10：00～12:00 

四日市商工会議所 3 階 大会議室（オンライン併用） 

    

× 

× 

 

     

四日市市 
政策推進部 事務局 
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 × 

+※ WEB参加者については、【別添 1：出席者名簿】を参照ください 

 

記者または関係者席 

関係者 関係者 

× 

× × 

× 

× 

× 

× 

四日市市 
環境部 

環境政策課 
課長 

日建設計 
 

関係者 関係者 

四日市市 
政策推進部 

部長 

㈱シー・ティー・ワイ 取締役 
ICTソリューション推進部  
部長 安達 勝也 
(代理：次長 山本 龍太郎) 

プロジェクター 

随 
行 

者 

随 

行 

者 

 

四日市市 
ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ部 
観光交流課 

課長 

四日市市 
危機管理統括部 

危機管理課 
課長 

× 

㈱日建設計 
都市・社会基盤部門  
CM測量部長 
中村 出 

四日市市 
都市整備部 
都市計画課 

課長 

× 

学校法人みえ大橋学園  
理事長 大橋 正行 
(代理：専門学校設置準備室 
室長 伊藤和泉) 

四日市市 
都市整備部 
都市計画課 

公共交通推進室長 

× 

四日市商工会議所  
専務理事 
山下 二三夫 

三重交通㈱  
企画部 部長  
小瀬古 恵則 

㈱ディア四日市 
代表取締役社長 
鈴木 主計 

㈱マクニカ 
イノベーション戦略事業本部 
スマートシティ 
&モビリティ事業部 第 1課  
担当  奈良岡 龍一 

× 

× 

四日市市 
都市整備部 
都市計画課 
副参事 

四日市市 
都市整備部 
市街地整備課 

課長 
 

四日市市 
都市整備部 
市街地整備課 
副参事 

㈱マクニカ 
イノベーション戦略事業本部 
スマートシティ 
&モビリティ事業部 第 1課  
担当 髙木 克真 

㈱マクニカ 
イノベーション戦略事業本部 
スマートシティ 
&モビリティ事業部  
部長 福田 泰之 

座長 
村山 顕人 

 

㈱ディア四日市 
常務取締役 
須藤 康夫 

四日市市 
商工農水部 
工業振興課 

課長 

関係者 

有識者 
有賀 隆 

× 

× 

関係者 

四日市市 
総務部 

デジタル戦略課 
課長 


